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w　調　査　結　果

　鹿島港を中心にしたおよそ半径30kmの範囲における植生調査資料を中心に，さらに隣接地域

の植生調査資料，未発表調査資料と比較し，組成表作業により群落がまとめられた。鹿島地区：お

よび周辺地域では自然植生！1群集と6群落，代償植生では4群集と16群落が区分された。さらに

植物群落の具体的配分を知るために，鹿島地域の半径23kmの範囲における1：50000の縮尺の

現存植生図が描かれた。鹿島共同発電所における環境保全林形成のための基礎図としては，縮尺

1：1000（印刷1：2100）の現存植生図，潜在自然雌針図が作製された。周辺地域との関連，

植物群落の配分を把握するため縮尺1：5000（印刷1：6250）で現存植生図，潜在自然植生図

及び立地図（植栽可能図）が描かれた。

　植物群落は，その基礎となる土壌と深いつながりをもっている。したがって鹿島地区における

おもな植物群落の土壌断面が調査されまとめられた。

A．植生単位VegetatioRseinheiten

1．　自然植生Na城rliche　Vegeta重董on

　現在地球上には，金く三下的影響が加わっていない自然植生（原植生）は殆ど残されていない

といわれている。ここでは自然に近い種組成をもった植物群落が自然植生として扱かわれている。

　茨城県鹿行，千葉県香取地区では自然植生はきわめて少ない。鹿島灘沿岸に残されている細い

砂丘上にハマグルマーコウボウムギ群集，コウボウシバ群落やハイネズ群落が，また北浦，霞ケ

浦，常陸利根川やその支流の小河川などの水際にヨシ群落，ウキヤガラーマコモ群集，ガマ群落

などの水生植物群落がみられる。常陸利根川の沖積地には屋敷林の形でイノデータブ群集が，さ

らに下総台地や常陸台地，鹿島北部の台地には鞍部にヤブコウジースダジイ群集が狭い面積で残

されている。鹿島神宮，息栖神社，猿田神社などには神社林としてヤブコウジースダジイ群集が

残されている。

　1）　ヤブ：コウジースダジイ群集

　　Ard隻sio－CastaRopsietum　sieho至dii　Suz．一Tok．1952（Tab．3）

　茨城県鹿行，千葉県香取の下総台地の肩部や急斜面に樹高12～24mの，丸い金褐色の樹冠をも

つスダジイ林が残されている。神栖町息栖神社には平地にスダジイが被度4～5と優占した林分

が残されている。このようなスダジイが優占する植分は，他地域の資料や，他の常緑広葉樹林と

比較検討されヤブコウジースダジイ群集にまとめられた（Phot，3）。

　ヤブコウジースダジィ群集は独自の標徴種をもたない，常緑広葉樹林の北限域における森林の
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轟轟羅無．
　　　　　　　　　r　　　　　　　　　．

鍵

　　　　Phot．3　台地尾根都に屋敷林として残されている

　　　　　　　　　ヤブコウジ～スダジイ群集（明石）

Ardisio－Castanopsietum　sieboldii－Wald，deralsSchutzwald
　　des　Hangs　hinter　der　Bauerhaus　erhaltet　ist．（Akashi　5　m　NN）

タイプである。したがって群集の組成は，隣接する他の常緑広葉樹林に対する区分種により特微

づけられる。鹿島付近におけるヤブコウジースダジイ群集は鹿島地区の沖積地に発達するイノデ

ータブ群集（p．30）に対してアカガシ，マンリョウ，イタピカズラが区分種とされる。

　鹿島地区におけるヤブコゥジースダジイ群集は，樹高11～24mと比較的高く，高木第一層は植

被率80～90％で畿内を密閉している。高木第一層にタブノキを混生することが多く，スダジイが

被度3～5ときわめて高いが，時にタブノキが3～4と高い被疑で混生することがある。綾織木

層にモチノキ，ヤブツバキ，マテバシイ，スダジイなど常緑広葉樹が植被率10～30％をおおって

いる。低木層にはピサカキ，ヤツデ，アオキ，ヤブツバキ，トベラ，ネズミモチ，イヌマキ，シ

ロダモなどが高常難度で生育している。穂被率20～80％と広がりがあるが，自然林への復元途上

林で，周辺から光が多く入るところではとくに低木層の植被率が高い傾向がある。草本層構成種

は比較的少なく，キヅタ，オモト，テイカカズラ，シュンラン，イタビカズラなどの草本植物が

わずかに見られるが，ベニシダは被度÷～2と高く，高常難度で生育している。ヤマイタチシダ，

オオイタチシダは被度は低いが常在度が高く生育し，鈴木1962にいわれるいわゆる“イタチーベ

潮型”の林床を示し，林内の土壌環境が乾性であることを示している（Fig．9）。



29

型
諮

1　2
3

4
5　6

G

　　89　107

自

◎器；

1112
1

Fig．9　ヤブコウジースダジイ群集断面撲式
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　鹿島地区におけるヤブコウジースダジイ群集はさらに典型1匝群集，マサキ亜群集及びアカガシ

亜群集の3つの地域亜群集に区分される。

　典型亜群集は特別な区分種をもたず潮来町，牛堀町，麻生町，鹿島町の台地斜面，とくに南よ

り南西斜面の乾燥しがちな斜面に発達しており出現種数27～33種と少ない。マサキ亜群集はマサ

キ，オオバイボタ，サンゴジュ，クロマツで区分され，鹿島1町や潮来町の海岸より1～2km以
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内の台地上の平坦地や沖積地にみられる。　アカガシ亜群集はアカガシ，ビナンカズラ，ヤマグ

ワ，ミゾシダ，イヌガヤ，ムクノキで区分される。アカガシ亜群集には常陸利根川南側の千葉県

下総台地に発達しているスダジイ林がまとめられる。さらに茨城県神栖町の息栖神社，鹿島町，

麻生町，潮来町などのスダジイ林が一部含められる。アカガシ亜群集はさらに，サンショウ，ホ

ウチャクソウ，フジ，オオイタチシダ，アカマツ，ヤマハゼ，ウラギンツルグミ，サルトリイバ

ラ，カマツカ，ノブドウなどで区分される下位群落と，特別な区分種をもたない下位群落に下位

区分される。

　鹿島地区におけるヤブコウジースダジイ群集には，一般にイノデータブ群集と区分できない植

分がみとめられた。ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集，あるいはマサキ亜群集はイノデータ

ブ群集に近い。倉内1953は，沖積地におけるタブ林について，豊川付近を例として，タブ林よリ

スダジイ林への遷移を指摘している。立地の乾燥化によりスダジイ林が極相林として発達する例

である。鹿島地区では，沖積地では，一部屋敷林としてスダジイが植栽された地域もあり，平坦

地ではやブコウジースダジイ群集及びイノデータブ群集の区分種が明らかでない植分もある。し

たがって，これらの植分に対しては出現種数および林床形が参考にされた。

　ヤブコウジースダジイ群集は鹿島地区では常陸利根三三の下総台地の細いやせた台地の急斜面

や乙部あるいは頭部に残されている。

　茨城県では比較的広く分布しており，海岸沿いに北茨城市まで北上している。関東地方ではや

ブコウジースダジイ群集は一回目海岸近くの旧砂丘地や，島や半島の尾根部の乾燥しやすい立地

に発達している。関東地方では関東ローム層で覆われた洪積台地ではきわめて少ないが，立川ロ

ーム層などの古いロームを基盤とした台地では南や南東斜面に発達している。ヤブコゥジースダ

ジイ群集は，さらに鹿島灘沿いには福島県久ノ浜町まで分布している。

　ヤブコゥジースダジイ群集の立地は，台地上では畑地に，斜面では伐採後クロマツ，アカマツ

植林に利用されることが多い。

　2）　イノデータブ群集

　　Polystic1職。－Machiletum　　tku醜berg隻i　Su箔．一Tok．　1952　（Tab．4）

　常陸利根川流域の沖積地，鹿島町明石，神栖町日吉神社など，古い屋敷林や神社の社叢林に，

高木層にタブノキが一度3～4と優占した林分がみられる。タブノキはスダジイに比較し，葉面

積が広く，葉は厚みがあり心内を密閉する。時にケヤキやエノキなどの夏緑広葉樹が混生し，冬

季林内に陽光が多くさしこむこともある。このような言分はイノデータブ群集にまとめられる

（Phot．4）。

　イノデータブ群集は適藩論に生育するイノデ類（イノデ，アイアスカイノデ，アスヵイノデ）

を標徴種として，エノキ，ケヤキ，ムクノキ，ミズキなどの湿生あるいは適潤地生夏緑広葉樹を

区分種として規定される（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1972）。時に標徴種のイノデを欠き，ヤ
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軍費熱轟 喉頚総州

Phot．4　茨城県神栖町の日川神社社叢林。沖積地に残されているイノデータブ群集。

　　　　　　In　der　alluvialen£bene　erhalteHer　shintoistischer　Tempeiwald　von

　　　　　　Polystlcho－Machiletum　thunbergii．

ブコウジースダジイ群集典型亜群集と区分が困難な場合もあるが，一般にイノデータブ群集林に

は，スダジイの生育がほとんどないか，あるいは難度が小さい。

　鹿島地区：におけるイノデータブ群集の懇懇は，高木層にタブノキが優難し，難度80～95％と三

内を暗くおおっている。波崎町では，馨りあげにより（p．18）残された土砂を家のまわりに積

み，屋敷林を形成している立地に，イヌマキが高木第一層に被度4と優組している植分がみられ

た。高木第二層には，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，スダジイなどが被度30～40％を占めている。

低木層には，トベラ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，シロダモなどの常緑広葉樹を主とし，植被率’

30～40％で生育している。草本層は幾分により異なり，きわめて少ない植被率の林分と，比較的

多く30～50％占める林分がある（Fig．！0）。

　鹿島地区におけるイノデータブ群集はさらに2つの地域的な亜群集に下位区分される。特別な

区分種をもたない典型亜群集とピサカキ，ジャノヒゲ，ビナンカズラ，ケヤキ，ウラギンツルグ

ミ，ムクノキ，ヌスビトハギ，ヤブコウジなどで区分されるケヤキ亜群集である。典型亜群集に

は波崎町の神社林や鹿島町明石の屋敷林があげられ，沖積地のタブ林を代表している。入為的影

響によりツルウメモドキ，ヌルデで区分される植分と，特別な区分種をもたない植分に下位区分

されるρケヤキ亜群集は神栖町日吉神社，iヨ川神社，佐原市側高神社，山田町の屋敷林などでみ
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　　　　　　　Fig．10　イノデータブ群集断面模式。

VegetatiQnsprofiides　PolystichQ－Machiletum　thunbergii．
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とめられた。これらはやや湿性から適潤地に発達するタブ林である。

　イノデータブ群集は鹿島地区では沖積地や台地斜面下部の凹状地にわずかながら残されている。

茨城県では鹿島灘沿岸の沖積地に帯状にみられ，とくに南部では利根川沿いの沖積地で古い集落

内に屋敷林の形で残されているが，隣接する栃木県までは分布しない。わずかに牛久沼周辺まで

点在している（石塚他　1963）。

　イノデータブ群集は昔から存続してきた古い集落や神社に屋敷林や神社の社叢林として残され
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ている。関東地方におけるイノデータブ群集は相模湾沿岸の沖積地，東京湾沿岸，鹿島灘沿岸の

沖積地，そして真鶴半島，三浦半島，房総半島の沖積地，台地や丘陵地の斜面下部凹状地に発達

している。斜面凸状地や尾根部に生育するヤブコウジースダジイ群集に隣接するが，ヤブコウジ

ースダジイ群集よりも，より内陸部まで分布して，シラカシ群集ケヤキ亜群集に移行する。

　イノデータブ群集は常緑広葉樹林の分布ではもっとも北まで分布する。日本海沿岸では青森県

岩崎村まで，さらに太平洋岸では岩手県山田湾まで記録されている（吉岡！963）。タブノキがス

ダジイよりも北上している。タブノキの耐凍度が他の常緑広葉樹よりも比較的高いことがあげら

れる（酒井1975）。

　イノデータブ群集は，本来土壌の深い適湿からやや湿性地に発達するが，このような立地は畑

耕作地や住宅地に利用されやすい。長い闘つちかわれてきた文化景観域のもっとも広い面積を占

める立地と考えられる。しかし，最近の開発や近代化の波はこのような自然のわずかに残された

面までも破壊し，画一的な住宅地や工場地化が考えられている。イノデータブ群集の立地はまさ

に開発されやすい地形上に発達している。台地や丘陵地の斜面では，イノデータブ群集の立地は

スギ植林，モウソウチク林，コナラ林などに利用されている。

　3）　ハマボウフウクラス

　　　　　　GIeh凪ietea　l量ももora霊三s　Ohba，〕MIiyawaki　et　【置x．　1973

　　（の　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　　　　　Calystegio　soldane113e－Sa至so霊eもum　komarovii

　　　　　　Ohba，コM【圭yawaki　et緊x．筆973　（Tab．5）

　ハマヒルガオーナカヒジキ群集は，砂浜の最前面に生じ，主に好窒素性の一年生草本植物によ

って構成される群落である。一般に構成種はごくわずかで，植被率も低く，植生高は20cm位ま

でである。オカヒジキをはじめ，主な群落構成種であるハマアカザ，マルバアカザなどは，乾湿

のくり返しに耐える多肉質の種である。

　ハマヒルガオーオヵヒジキ群集の立地は海岸砂丘の汀線沿いに見られる。そこには木片，ご

み，海藻，生物の死骸などが打ち上げられ，砂土中に一時的に分解可能な有機物が豊富になり，

富養化する。調査された資料には，メヒシ・㍉イヌビエ，シロザなどが共存し，過窒素化の現象

がみられた。この群集はこれらの養分を吸収することによって繁茂し，養分を吸収しつくすとそ

こから消えてゆく。また，波の影響を直接受け，高波によって群落が破壊されることもある。

　なお，ハマヒルガオーオカヒジキ群集は植生体系からみるとオカヒジキクラスに含められてい

るが，砂丘植生の一つとしてハマボウフウクラスに含めて記述された。
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　　　　Tab．5　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

Calystegio　soldanellae－Saisoletum　komarovii

Nr．　d．　Aufnah狙e：

Datum　d．　Aufnahme；

Gr6Be　d．　Probefl益che（cm　x　cm）

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautsch三。ユ〕t（％）：

Artenzah1：

調査　番　号

調査年月日

調査面
草本層の高さ

草本三三被率

出　現回数

　ユ
，78

　7
　5
50×50

　0．2

　20

　9

Kennart　d．　Ass．

　＆zZ∫oZαん0η凄αアー0η琵

Arten　d．　Salsoletea　komarovil

　Cん6π（ψ04加πααf1ノ珈α’ε〃π

　C1187z（ψo識〃3　gZαz‘伽刀3

Begle玉ter：

　1）ガ9琵α万αα4∫06／z48ノ～∫

　0θノzo〃溜rαZα‘ガπごα孟α

　Ec肋30012Zoαcη‘∫一8πZあ

　％ら，90／z～‘〃忽Zoηgゴ∫顔〃π

　C118／z（脚ぬ‘〃匹αZ∂z‘〃δ

　Po砂go7z〃πα撹α’Zαノ¶β

　調査地茨城県鹿島町栗生浜

　調査者

群集標徴種
　オカヒジキ
オカヒジキクラスの種

　　マルバアカザ

　　ウラジロアカザ

随　　伴　　種

　メヒシバ
　　コマツヨイグサ

　イヌビエ

　イヌタデ

　シロザ
　　ミチヤナギ

Aufnahlne　von　AM，　S．O，，　MK，　T．O．　und　Kat．

2・3

十

十

十・2

　十

　十

　十

　十

　÷

　　（2）　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　　　Wedelio－Caricetum　koわ。瓢ug量Ohba，　M童yawak呈et愛x・1973（Tab．6）

　ハマグルマーコゥボゥムギ群集は，海岸砂丘前面の，砂の移動の最も激しいところに他の群落

に先がけて成立する先駆砂丘植物群落である。主に多年生草本植物によって構成され，溶融種は

硬質の葉をもつカヤツリグサ科のコウボウムギ，区分種はざらついた多肉葉をもつキク科のハマ

グルマである。この群集の構成種は，砂の移動による埋積，掘り出しに耐える広く深く発達した

根茎をもち，風成砂丘を形成する。

　砂の移動の特に激しいところでは，コウボウムギが散生しほとんど純群落を形成するが，一般

にハマヒルガオ，ハマボウフウ，ケカモノハシ，ハマグルマが高い共存率を示す。

　ハマグルマーコゥボゥムギ群集の後方では，砂の移動が弱まり，腐植の量や水分容量が変化し

土壌化がすすむ。このようなところではコウボウムギに代わって，ケカモノハシを主体とする高

茎の多年生草本植物が群落を形成し，数句ごとに小砂丘状を呈する。今圓の調査ではこのような

群落（ハマグルマーケカモノハシ群集）への移行が認められたが，資料数が少ないので一括して

扱われた。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

　典型的な砂丘では，もっとも不安定な立地にコウボウムギ，半安定立地にケカモノハシ，さら

に砂丘後方の安定地にオニシバが生育しているのが一般的である。

　　（3）　ハマグルマーオニシバ群集

　　　　　　Wedelio　prostratae－Zoysiet双m職acrostachyae

　　　　　　Ohba，　Miy3waki　eも愛x・1973（Tab．6）

　ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケカモノハシ群集の後方で，砂丘や防波堤の背

面や平坦地などのより安定した立地には，イネ科の多年生植物オニシバが優占する草原が広が

る。これがハマグルマーオニシバ群集である。標徴種オニシバは草丈15cm内外で生育し，根茎

を発達させて60～80％の高い士官率で広がっている。区分種はハマグルマ，ビロードテンツキで

あるが，多くの場合ハマグルマを欠いている。その他の主な共存種は，海岸砂丘に広く出現する

ハマヒルガオ，ハマボウフウ，ケカモノハシ，コマッヨイグサなどである。

　砂の移動が更に弱まり腐植の形成がすすむと，風衝に強いハマゴウ，テリハノイバラなどが侵

入する。したがってこの群集の背後は，一般にチガヤなどの多年生草本植物の混生するわずか数

10cmの低木林であるチガヤーハマゴウ群集に漸移する。鹿島を中心とする海岸地帯では，このよ

うな砂丘低木林の発達する安定地は，クロマツが防風林として大規模に植栽され，また一部畑地

として利用されたり放棄されたりしており，人為的影響によって大きな改変を受けている。

　（4）　コウボウシバ群落

　　　　　　0αrεκ．pπη認α一Gesellschaf£（Tab．6）

　砂丘後背の安定地で，有機物が多少供給される砂質未熟土の上には，コウボウシバが密生する

ことがある。コウボウシバはカヤツリグサ科の多年生草本植物で，高さ20Cln内外に生育し，発

達した根群によって団塊状に生育地を広げる。コウボウシバの生育地は一般的に砂丘上の半安定

地から安定地にわたっており，特定の立地を指標する群落としてのまとまりに欠けている。これ

は，コウボウシバの環境に対する適応範囲が他の砂丘草本植物に比べて大きいためと考えられ

るが，とくに河口付近などの地下水の高いところに群生していることが多い。

　コウボウシバの根茎は砂丘の土壌状態を安定させる役割を果たしている。調査された植分にも

メヒシバ，タカサブロウ，イヌビエなどの好窒素性植物が混生し，富養化の傾向があらわれてい

る。

　以上にのべられた砂丘櫨物群落の配分はFig．11にまとめて示されている。
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　　　　　　　　Fig．11　海岸砂丘における植生配分模式。

　　　　　Schematische　Darstellung　der　K廿sten－D茸nen－Vegetation．

Calystegio－soldanellae－SalsQletum　komarovii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

Wedelio－Caricetunl　kobomugi・・マグルマーコウボウムギ群集

Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマグルマーオニシバ群集

Cαπ駕ρz‘η3fZα一Geseユlschaft　コウボウシバ群落

躍ノzz‘∫〃1z‘肋87召9払Forstクロマツ林

　4）ヨシクラス
　　　　　　P’hragl薮itetea　Tx．　e念Prsg㌧蓄942

　　（1）：オ　ギ　群　集

　　　　　　M1・・a漁・t・m・・cch・・if1・・i醗y・w・年量・tOk・d・1972（T・b・7）

　オギはススキと同属の多年生草本樋物であり，河原の堆積地に生育してしばしば大群落を形成

する。群落の発達した最盛期の9～10月には高さがし8m内外に達し，銀白色の穂を抽出する。

オギの根茎は地下深く横走し，ある問隔をもって桿を地上部に抽出する。地下茎や桿はきわめて

硬質で，秋季の状態は竹類と見誤まるばかりの形態をもつ。このような形態的特性により，オギ

は洪水の影響を受ける不安定な河辺においても自然植生として安定した群落を形成する。

　オギ群集としてまとめられるこの群落は，最初，利根川の氾濫原，および多摩川の河川敷の

資料によって記録された（Miyawaki　et　Okuda！972），　しかし，この2つの生育地のオギ群集

は互いに種組成に大きなへだたりがあるため，利根川におけるより自然性の強い調査資料がハナ

ムグラ，タチスミレ，ノウルシ，ノカラマツなどを標徴種としてハナムグラーオギ群集に変更さ

れ，ヨシクラスに位置づけられた（奥田1978）。多摩川におけるオギ群落は，刈取りや火入れな

どの人為的影響を強く受け，代償的な性格が強く，これは義定的にヤブガラシーオギ群落とされ

た。

　今回，主として利根州岸や霞ケ浦畔で調査されたオギ群落の資料は，ヨシ，シロバナサクラタ

デ，シロネなどのヨシ湿原に共通出現する種がある一方，ノイバラ，ヘクソカズラ，メドハギ，

セイタカアワダチソウなど他の中性：立地の代償植生，すなわちノイバラクラス，ススキクラス，
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Nr．　d．　Aufnahme：

　　Tab。7オギ群集
MiscaRthetum　sacchariflori

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6弛e　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl：

調査番号
調査面積
植　　生　　高

全植被率
出現種数

1　　2

5×55×5
　2　2．5

100　100

12　14

Ke皿art　d．　Ass．：

　泌5‘αη〃zz655α‘‘1zαブ470駕5

K：ennarten　d．　Phτagm玉tetea　：

　P加α9ノ癬θ3α泓5疏αZぎ∫（ooη3／2謝πゴ∫）

　長銀goπμ〃り砂。π∫α〃ノz

　義yα功z‘5伽。∫ぬ3

Begleiter：

　Ro5π7ππ琵卿。ブα

　Co〃zη躍Zか～ζz　ooノπアπz切f∫

　A2一πノz漉刀8ZZα1Lぽプ’α

Lθ砂848羅α〃zθα砲

　5θ吻尋∫α」6めθ擁

ぬ84召ノゴα　∫6απ48／Z5　var．7πα∫ノ・θ！

ゐ80η麗耀5ブψoπ乞α45

Cαプθ劣Z6μoo‘1冨01一α

081zo疏8／u　8ノニy〃Lプ05ゆαZα

εoZ∫4α90α薦∬勿雄

PO彦6漉〃αんZθ∫7短αノ～α

　7セκ6r如πブζψoπ∫α‘〃多

Aノψ1Lゴ。αψα8α師功8rノπα

Eg厩∫ε砲刀zαプηθπ58

石y彦11耀ηz5α伽α厚α

CαZαη如9プ05彦ゴ5｛ψ∫98ゴ05

ル妙θz砂5ゴ5加6ηψ8漉‘2zα磁診α

群集標野種
　　オギ

ヨシクラス標徴種

　　ヨシ

　　シロバナサクラタデ

　　シロネ

随　　伴　種

　　ノイバラ

　　ツユクサ

　　トタシバ

　　メドハギ

　アキノエノコログサ

　ヘクソカズラ

　メハジキ

　アオスゲ
　オオマツヨイグサ

　セイタカアワダチソウ

　オヘビイチゴ

　ニガクサ

　ヤフマメ

　スギナ
　ェゾミソハギ

　ヤマアワ

　ノブドウ

5・4　4・4

2・2　1・2

1・2　1・2

・　1・2

1・2

1・2

2・2

2・3

1・2

1・2

1・1

1・2

十

■

1・2

十

●

o

o

層

●

3・3

・　十・2

・　十・2

・　　十

　　÷

　　十

・　十。2

・　　十

調査地及び調査年月日　1＝桜lli村神落（！978．9．27），

調　査　者　Aufnahme　von　S．O．，　MK．　und　T．0．

2：小見川町富田新困（1978．9．27）

ヨモギクラスなどの植物が多数侵入している。このことから今回の群落は代償群落的性格をも含

み，広義のオギ群集として扱かわれている。

　オギ群集は高茎の多年生草本植物群落として，河辺の冠水地に自然状態で持続し，また周辺域

においても刈取り，火入れなどによっても半永久的に持続する。発達したオギの根群は土壌の流

動をおさえ，河岸の安定に寄与している。



38

　　（2）　シカクイーカモノハシ群落

　　　　　　EZεochαrεsωεc勧rαθr酌碗αθ〃凱肥crα8吻θ8－Gesel歪schaft（Tab．8）

　霞ケ浦の岸部に形成された州にカモノハシ，カサスゲ，ヨシなどが混生する草原が見られる。

この場所は周辺に築堤が行なわれており，利根川からの盗水による冠水はほとんどまれである。

現在ヨシ刈りが小規模に行なわれているが，植分はきわめて自然性が高い。土壌は比較的乾性で

あるが，部分的に二子地形となり，多少とも湿潤である。群落高は130cm内外で一般に低い。

　群落構成種はカモノハシを優占種とし，カサスゲ，チゴザサ，シカクイなどが被度1～2の割

合で同程度に共存し，ヨシがこれらの中から超出している。さらにエゾミソハギ，ミズオトギリ，

アゼスゲなども低三度であるが生育している。

　このような種組成をもつ群落は，カモノハシ，シカクイ，オオイヌノハナヒゲ，コシンジュガ

ヤなどを区分種としてシカクイ…カモノハシ群落としてまとめられた。種組成的に見ると，シカ

クイーカモノハシ群落は，カサスゲが常在的に出現しているが，もはや総合優占度は低く，カサ

スゲ群集にはあてはまらない。むしろチゴザサーアゼスゲ群集（Miyawaki　et　Okuda　lg72）に

近似している。また，海岸付近の砂質の低湿地にはカモノハシが出現することがよく知られてお

り，ヒライーカモノハシ群集とも近似して来る。しかし群集への所属は，資料の集積を待って決

定したい。

　関東平野の沖積地において，とくに海岸に近い低湿地は多くの場合，供養立地生のカサスゲ群

集やウキヤガラーマコモ群集でしめられる。しかし，河川による栄養塩類の供給の少ないこのよ

うな立地や砂丘上の湿地，さらに谷戸状地の古いため池の集水口付近などには，小規模ながらこ

のような貧養地生の群落が生育することがある。

　シカクイ一下モノハシ群落内に見られるシカクイ，ミズオトギリ，コシンジュガヤ，コマツカ

サススキなどは，利根川下流では分布の稀な種類であり，植物分布上から貴重である。

　　（3）　カサスゲ群集

　　　　　　Cadcet翌n韮戯spalatae　MiyawakietOk｛1da　l9ア2（Tab。9）

　カサスゲ群集は大形スゲによる多年生草本植物群落であり，沖積低地の水辺に発達する。その

分布は主として利根川のような大河川の下流域の流水辺，またはその後背地に形成された湖沼の

岸部に見られ，変動する流水や水位に対応して，帯状に発達する。群集の立地は一般に乾湿のく

り返しが行なわれる。土壌は上流より運搬された沖積の泥土を主体とし，スゲの枯死体からの有

機物の堆積によって暗黒色を呈し，カベ土状である。

　群集構成種のカサスゲは高さ80～100cm内外の密生した草原を形成し，三二で富栄養な立地

では優占してほとんど他の種を交えない。しかし，地下水位がやや高く，湿潤になると，ウキヤ

ガラーマコモ群集に近くなり，時に，ウキヤガラやヨシと共存して2層群落となり（ウキヤガラ

距群集），植生高も高くなる。一方，乾性立地ではオギ群集に接する。
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　　　　　　　　　　　　Tab．8　シヵクイーカモノハシ群落
　　　　　　　　　EZ60ご11α7廊割～013z〃一α6＿為01正α8ノπ～〃πorα∬4》θ5＿Gesellschaft

潮齢∴齢ll燃纏
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ム‘乃α6〃観ノπ0耀5∫ψ65

　EZ806乃αガ5四記1堀ア・αθ

　Rん」yπ‘1zOゆ0プα声z‘7・ご8∠

　＆z8がα少α2w冨α

　」セ‘πα‘3ρψfZZo5z‘∫

　qyμプμ51zα砂απ

Kennarten　d．　Phragmitetea　l

　Cαプ8灘4f砂αZαオα

　Z∫α‘11π8gZo∂05α

　P1〃ugフ7漉65側5露塵αZ∫∫（‘o捌πz〃z∫∫）

　ゑy孟んwπ5αZf6α1ゼα

　7》・如4θノ3z〃πノ妙。／z∫‘～〃ノ♂

　Cαアーθ¢疏郡ノめ819だ

　ムly6砂z6∫フπαα6泡αη～f∫

　Lツ∫ど〃3αc1擁αノbア『彦z‘ノzθ∫

　Zプ’58／z5αオαvar．5ρ02zオαπ8α

Begleiter＝

　，Aπ〃14∫7zθzzα1zfア・’α

　恥1〃め7廊ら・Z～560〃ψZαノzα孟α

群落区分種
　　カモノハシ

　　シカクイ

　　オオイヌノハナヒゲ

　　コシンジュガヤ

　　アオコウガイゼキショウ

　　コアゼガヤツジ

ヨシクラスの種

　　カサスゲ

　　チゴザサ

　　ヨシ

　　ェゾミソハギ

　　ミズオトギリ

　　アゼスゲ

　　ヒメシロ不

　　ヌマトラノオ

　　ノハナショウブ

随　　伴　　種

　　トタシバ

　　ノテンツキ

1。2　　・　　4・4．　5・4　　4。4

　。　　1・2　2。2　　→一　十・2

　・　　　・　　　十　 十●2　3・3

　。　　2・2　　一←　 一ト。2　　．

2・2　　3。3　　一ト　　　・　　　・

→一・2　浄一・2　　一ト　　　●　　　●

3・3　！・2　1・2　1。2　　！・2

3・3　　1・2　　！02　　1●2　　203

1・2　 1・2　2・2　 1●2　 2．2

2。2　　1・1　　－1一　　十　　 1・2

十　　・　1・2　1・2　1・2

1・2　　・　　十・2　　。　　　十

・　　・　　十　　・　　十

・　　・　十　1・2　・

。　　・　　1。2十・2　　。

十　　 ・　　2・2　　→一　2・2

・　÷　　・　　・　十。2

謁現一回の種　　Au島erdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr．1：＆’1汐～‘∫ノ｝〃βノ～o’405コマツカサスス

　キ　3・3，　　Po如goπz〃μノψo漉cz‘〃Lシロバナサクラタデ十，3αzげz‘プz‘∫01L加槻∫∫5ハンゲショウ

　十，　五8αzμ耀∫ノ砂。ノ～’c♂‘5メハジキ÷，in　2：乃z7～記z〃π玩5z’Zcα”〃Lヌカキビ1・2，3αoびoZ（4》ゴ∫

　渤漉‘αvar，　oび潔’oノ闇♂〃π　ヌメリグサ2・3，　Ho〃zαア帰疏ガα5’勧’ガ。α　ウシノシヅペイ　÷，　in　4：

　8απgz4∫50ノゐα’θπz‘る弄bZ～αf．αZ6αナガボノシロワレモコウ2・2，　Cα♂α〃zα9ノて）漉5確）恕’8ガ05ヤマアワ

　→一。2，　Wo砲sp．スミレの一種十，　M∫∫oα寵z∠55α6漉α1‘ψo剛5オギ十．

調査地及び調査年月臼　1～5：桜川村，神落（！978．9、27）

　調　査　者　Aufnahme　vQn　SD．，　MK，　und　T．0．

　また地下水位の変動が少なく，しかも冠水による栄養塩類の供給がなくなった：立地ではカサス

ゲの生育は劣うえ，チゴザサ，エゾミソハギ，コシロネなどの侵入を受け，チゴザサーアゼスゲ

群集に移行する。今回の調査範囲内では利根川の本流の流水辺はヨシを伴なうカサスゲ群集が広

く分布しているが，局所的にはチゴザサーアゼスゲ群集に近似したカサスゲ群集（チゴザサ亜群

集）が利根川河岸に見られる。



40

Tab．9カサスゲ群集
　Caricetum　dispalatae

Nr．　d．　Aufnahme： 調査番号

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：　調査面積

H6he　d・K：rauts6hicht－1（cm）：

Deckung　d，　Krautschicht－1（％）：

H6he　d，　Krautschichト2（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Artenzah1＝

草本第一層の高さ

草：本第一層の植被率

草本第二層の高さ

草本第二層の植被率

出現種数

　123456789！0i5455544455iX　×　X　X　×　X　X　×　×　×

i5556544856
融鷲珊鼎糊
∵騨鯛騨i諺

Kennart　d．　Ass．＝

　Cαプ8露4砂αZα’α

Trennart　d．　Subass．：

　＆カやz‘5ツα9㍑7u

Trennarten　d．　Subass．＝

ムαc1〃z89♂oゐ05α

功砺『z‘〃33読。αガα

砿）5zα読α2疏8ザα

CαZα〃3α91η∫孟∫∫ゆ98∫05

ZケαψZ‘5プα〃ZO∫ガ∬〃ノ躍5　var．ノ砂0ηf‘Z‘∫　コシロネ

K・nn・・t・n　d・Ph・ag導it・t・a・

　鐸ガα9ノπ卿∫αz∠∫彦1ηzゴ5

　精薄go／z～〃πブ妙侃あz〃μ

　1∫61zαθηzz切z　orα∬ψ8∫

Begleiter；

　Poちノgo／zz〃ノz　7ηααご窺απz‘〃z

　出現一隅の種　　　　　　　Au13erdem　je　einmal三n　Aufnahlne　Nr．

　10：義y6砂z∬規αα6泡αノ躍∫ヒメシロネ

　α耀η読澱ご8α　クサヨシ　十，in　9：ゐッ。砂z‘∫伽び4醐

調査地及び調査年月礒　1：鹿島郡桜川村本神（！978。9，27），

　　取感風見川町富田新田（9．27），4，7，8，10：小見川町小見川大橋（9．21），5，6：佐原市砂場（9．21）

調　査　者　Aufn．　voll　Nr．1．2．9；S．O．，　MK．　u．　TO．　Nr．3，4，7，8，10：L．M．，　KT．　u．　Kat，　Nr．

　　5，6＝M．K，　A．Y．　u．　M．N．

群集標三種

・燃種　轡　　　＋レ2舗
　ウキヤガラ　　　　　　　i3。31・2！・2！。2　…　　　　　　　。　　。　　。

亜群集区分種

　チゴザサ　　　　　　　。　・　・　…　　　　1・21。25。44。5
エゾミソ，、ギ　　i＋．．．．．．＋、．、、．2

。．ジソ　　1．．．φ．．．．＋2．3
　ヤマアワ　　　　　　　。　・　・　・　・　…　　　　1・2十

　　　　　　　　　　1　・　　。　　・　　。　　・　　…　　　　　　十　　十

。シクラ。の軽種i
。シ　　　i4．43．35．55．54．44．44．54．43．34．3
シ。．・ナサ，ラタデi、．2．．＋．2．．＋、．2、．23．3

　カモノハシ　　　　　　・　・　・　…　　　　2・34・5　・　・

随伴種　　　　　　　…

　　サデ・サ　旨・・一一…
　　　　　　　　　　　　2：Z詑αノ磁Zα雄滅αマコモ＋，in

　　　！・2，A7w～6Z加8♂♂α郁r彦α】・ダシバ　十・2，　in　5：勘αZσガ∫

　　　　　　　　　　・ンロ不　　1・2．

　　　　　　　　　　　2：佐原市公官川新田（9．27），3，9：香

　カサスゲは，かつて刈取り，加工して民具等に利用されていたが，現在ではこの利用もほとん

ど行なわれてはいないようである。発達したカサスゲの根群はオギ群集と同様に，土壌を強く結

びつけ，水辺の護岸にとくに重要である。

（4）　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　Scirpo　fluviati翼圭s－Z宝zaniet疑三n　laもifoliaeMiyawakieも

　　　　Ok双da　　I　972（Tab．10）

ウキヤガラーマコモ群集は，わが国における抽水植物群落の中で，もっとも代表的なものであ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41

　　　　　　　　　　　　　Tab．10　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　　　　　Scirpo　fluviatilまs－Zizanietum　latifoliae

N・d，A・f・・hm・・　融翻h23456789・0・・12・3・4
　　　　　　　　　　　　　　　　I
GrδBe　d・Probeflache（m×m）：　5x5L5×33x53×54×44刈5×53×53x33×40．5×35×55×54×4

　　　　　　　　　　　調査面積

Wasseτtief（cm）：　　水深　　…30　20　2010一一　31010－　20　一　一　一
　　　　　　　　　　　　　　　　i
H6he　d・Vegetation（cm）：　　　　i170　160　200　70180200230250120180　80　230250　250

＿＿（壕ll高1、＿。3。9。9。9。95959585959G　gG

　　　　　　　　　　　全量被率
　　　　　　　　　　　　　　　　1
．．A「tenzah1：

D　出現横丁132423』43332367
Kenレu．　Trennarten　d．　Ass．： 1

　　　　　　猴騰叫び区糎i
Z・・伽♂・醐・・　マ・モi5・45・55・53・32・2・・・…35・45・4・・…2

　　　　　　　　　　　　　　　　1
＆吻5・α鯉　 ウキヤガ・ ｡・・・・…2・・22・2＋・25・4・・2…2・2

Trennart　d・Subass．：　亜才洋集区分種　ト

　∫bむgoπ‘‘〃3ノψoπゴ6μノπ

　　　　　　　シロバナサクラタデ

Kennar亡d，　Phragmitetea：

　　　　　　　　ヨシクラスの種

搬鵤9〃読8∫α螂彦ノη麗∫　　ヨシ

。　　’　　●　　’　　●　　’　　”　　。　　・　　・　　十　2・22・2

2・21・2　十・2　。　4。4　5・53。3　3・4　十　　1・21・2　5・55。54。4

出現一翻の種　AuBedem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．　1：乃少んα♂α’施♂如　ガマ　牽・2，　in　3：

　昂αZα「ガ∫α’マ〃z読ηα08α　クサヨシ　十　〇α7耀sp．　十，　in　4＝アb4ygo朋那ρ％68506／z∫ボントク

　　タデ　十，　捌4伽∫ノ｝『oπ405α　アメリカセンダングサ　十，　in　13：勿α4）～657國α〃LO∫ガ5∫カ7臨∫var・

　ブ砂。加α∬　コシロネ　十，，Eご一如かη訪日α　タカサブロウ　十，々y6q力鰐伽。冠π∫　シロネ　十，

　　in　14＝凸むgo2zz‘〃z〃3ααo観σημ〃z　サデクサ　1・2，　Pθ砂g’oηκノπ疫y訪砂ψ61闇ヤナギタデ　十，

調査地及び調査年月日Fundorte　u．　Datum　d．　Aufnahme　1，13：鹿島郡神栖町下幡木（1978．9．21），

　　2，3：鹿島郡東村新川（9．21），41香取郡小見川町辺田（9，20），5，6：佐原市大戸（9．20），7：香

　　取郡桜川村本神（9．27），8：鹿島郡神栖町小見川大橋（9．2！），9～111香取郡東庄町夏属（9．19），

　　12：鹿島郡神栖町利根川沿（9．21），14：香取郡小見川町富田新田（9．27）

調査者Aufn．　Nr．1，13．　von　K．F．　u．　T．0．，　Nr．2，3，5，6：MK，，　AM　u，　MN，　NL　4，9，10，　ll：

　　S．O。M．K．u．τ．O．
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る。流水の移動の影響が少なく，湖沼の水位の安定した岸部に生育し，時に広い湿生草原を形成

する。群落の構成種はきわめて少なく，5～6種を最大に，常に3～4種である。

　マコモとウキヤガラが群集の標的種とされているが，これらの種群は常に共存するわけではな

く，水深が約30cm以上になるとマコモの植被率が高くなり，ついにマコモの純群落となる。一

方地下水位（水位）が低下するに従ってヨシの植被が増加する。

　利根川によって形成された沖積低地ではウキヤガラーマコモ群集は各所に分布しており，ヨシ

の常在度が高く，またシロバナサクラタデの出現する植分も見られる。

　　（5）ミクリ群落

　　　　　　＆ρα堕απεπ醜s‘oZo雇fθr彫配一Gesellsckaft（Tab．1！）

　ミクリはマコモによく似た外形を示す多年生草本植物の一つであり，低湿地における湖沼の岸

部や，ゆるく流れる川岸に帯状に生育する。

　佐原市大戸においてミクリの単純な群落が調査された。群落高は1～！．2m，水深は31nである。

　一般にミクリの生育地は水位が0～30cmまで幅があり，しかも水位の変動や流水の機械的な

作用にも抵抗力がある。したがって用水路などにしばしば見受けられる。土壌は泥質で富養条件

下にある。

　ミクリ群落の植物社会学的な所属は，現在のところウキヤガラーマコモ群集の一下位群落とし

て扱かうことが妥当と考えられる。ミクリ群落の立地は欧州におけるGlycerietum　ma－

ximaeの立地と似ている。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．1！ミクリ沼羊落

　　　　　　　　　　　　趣）α7「8資ノz認〃35孟oZo／z・雄プz〃ノ3－Gesellschaft

　Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　調査番号　　’　1　　2
　Gr6Be　d．　Probeflache（ln×m）：　　　　　　　　　　　調　i査　面　　　　　　　　　　　2　x　4　　　2×4

　Wassertief（cm）二　　　　　　　　　　　　　　水　　　　深　　　：　　3　　　3

　H6he　d．　Vegetatlon（cm）：　　　 植生高　…！00　120
　Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　全　植　被　率　　　　　：　　　80　　　　85

　Ar亡enzah1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数　　　　　　　　　1　　　　　1

　Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　群落区分種
　5♪α7「8zz／z々‘〃z　5君oZo刀碓ノら～‘〃z　　　　　　　　　　　ミクリ　　　　　　　　　5・5　　 5．5

　　調査地及び調査年月日　佐原市大戸（1978．9，20）

　　調　査　者　Aufn．　Von　MKI．，八Y　u．　MN．

　　（6）ガ　マ　群　落

　　　　　　乃ρ加1αオガoJεα一Gesellsch＆f重（Tab．12）

　ガマぱヒメガマと同様に，低湿地に壮大な群落を形成する。一般にガマ属の群落は共存種が少

ないが，このガマ群落においてもガマ1種が優占している群落である。構成種にはヨシ，セリな

どがわずかに見られる程度である。群落高は170cm内外に達し，夏季長大な花穂を抽出する。



Nr．　d．　Aufnahme＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

Wassertief（cm）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調

山

水

植

全

出

　　　Tab．12ガマ群落
　　　　乃ψゐαZα雄b〃α一Gesellschaft

　　　　　　l

査番号　…　1　2　3　4　5　6　7　8　910111213　　　　　　し
奄　 面　 積　　 i　5×55×55×105x85×52×102x22×52×43×31×21×2
　　　　　　…
　　　深　　　　　　　　20　　　30　　　50　　　　20　　　25　　　30　　　　30　　　15　　　30　　100　　　10　　　10　　　一

　　　高　　　　i　　200　　120　　100　　　130　　100　　170　　　170　　！30　　200　　130　　100　　120　　100　生

植被率］，。4。4。4。5。8。7。，。7。9。7。6。6。

現丁数1、、、、、12222223

14　15

2×85x5

－　　10

200　220

90　90

　4　　3

Trennart　d．　Gesellschaft：

　　乃少1Lαzα彦ケbたα

K：ennar壁d㌃恥ra鯉t・t曾a・

搬ブα9〃z舵5コ口∫‘7耳α♂ゴ5（co1πη臨π誌）

08παη坊りαηαπ加

群落区分種

　　ガマ

ヨシクラスの種

　　ヨシ

　　セリ

5・5　3・3　3。3　　3・3　4・3　5●4　　4・4　4。4　4・4　5・5　4・4　4。4　3・3　5・5　5・4

9　　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　■　　　　　　　　9

●　　　　　　　　　・　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●

・　　　一←　　一←・2　十・2　　。　　　・　　　・　　　●　　12

・　　　◎　　　・　　　。　　●　十。2　　◎　　2。2　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

出現一圓の種　AuBerdem　je　einmal　in　Aufnahme　Nr。7＝ぬψαZz〃2z　4～∫傭勧〃↓キシュウスズメノヒエ　十・2，　in　1！：窺血η∫カリη♂o∫αアメ

　　　リカセンダングサ　十・2，P∂彪〃3098’01z〃zπ♂σ如ノzz‘5ササバモ十・2，　in　l3：躍y派放yZJπ’π砂～c認π〃zホザキノブサモ　十・2，　in　14：

　　Po魏）ogoπルg㍑エ　ヒエガエリ　2。2，　in　15：Z加α11如Zα堵b々α　マコモ　1。2

調査地及び調査年月屡　1，2，7，13：鹿島郡神栖町下幡木（1978．9．21），3，4，5：香取郡小見川町辺田（9．20），6：鹿島郡神栖町神之池（9．21），

　　　8：銚子市宮原町（9．20），9：佐凍市大戸（9．20），10：佐原市境島（9．2！），11，14：鹿島町栗生浜（7．4），

調　査…者　Aufn．　Nr．1，6，　von　KR　u，　TD．，Nr．2，3，4，5，7，8，13：KF．　u・KT．，　Nr．9，10＝MK，　A．Y．　u・M．N，　Nr．！1，12，14：AM．，S．O．，

　　M．K，　TD，　u．　Kat，　Nr．15：S．O．，M．K　u．　TD．

葛
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　群落の立地は河辺の低湿地の場合が多いが内陸地においても湖沼，ため池，水田耕作放棄地に

も見られる。また排水路などにおいても水流がゆるやかなところでは侵入，定着している。水質

は一般に四四条件下にある。

　ガマの種子は冬季ばく大な量が生産され，風力によって遠方まで飛散される。しかし，落下地

点が低湿地で裸地という条件が満たされない限り，発芽生育は困難である。

　鹿島地区ではガマ群落は利根川ぞいの低湿地にしばしば見られる。

　　（7）ヒメガマ群落

　　　　　　7ンpんααπg腐8如‘α一Gese墨lschaft（Tab．13）

　ガマ属の中で，ヒメガマは水位のもっとも高い場所まで生育し，しかも生育地が河口付近に多

く見られることから，富養な，しかも多かれ少なかれ塩分を含有する水質条件下にも生育が可能

である。

　利根川の下流部には霞ケ浦，北浦をはじめ数多くの湖沼が分深している。ヒメガマはこれらの

岸部に抽水植物群落としては最前線に位置している。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！3　ヒメガマ群落

　　　　　　　　　　　　　　7きゼ）／zααπg～‘5‘α’α一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme＝　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：　　調査而積
Wassertief（cm）＝　　　　　　　　　　水　　　　深

H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　　　　　植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　全植被率
Artenzahl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

！　　2　　3　　4　　　5

5×5　1×105×5　5x5　5x5

60　　一　　一　　60　　－
！4Q　　　220　　　150　　　／60　　　90

80　　　　30　　　　60　　　　80　　　　80

　1　　2　　5　　4　　　6

Trennart　d．　Gesellschaft

　恥1Lααノzgπ5舷α

Trennarten　d．　Untereinheit；

　ルゆ砂1z5・〃～〃ノ6ρ∫oα如〃

　％吻2～098置。／z61’砂～ぜ∫

重～e捻narten（1・．　Phragmitetea

　Pん1罵9η漉8sαz｛∫‘？冨f∫（co〃凄η耀～己～∫）

　Zたαη如zαオ麹♂～α

　06／zαπ疏りαηαπ加

出現一回の種

群落区分種
　　ヒメガマ

下位群落区分種

　　ホザキノフサモ

　　エビモ

ヨシクラスの種

　　ヨ　　シ

　　マコモ

　　セ　　リ

5・5　　3・3　　4。4　　5。5　　5・5

。　　3・3　　・

・　　　。　　十・2

1。2　　十

十　　十・2

1。2

1・2

■

　　AuBerdm　le　einmaBn　Aufnahme　Nr．3：ゐ侃。‘‘sんτωπe痒　タチコウガイゼキショウ　1・2，

　　及48〃5ノ）侃405α　アメリカセンダングサ　÷・2，R～‘刀z8瓢ノ妙07z～αイ∫　ギシギシ　十，　in　4：

　　Eg81’忽4θノz∫α　オオカナダモ　十，　in　5：％Z♂’∫ノz8ノ’～αα∫ど磁ガ6α　セキショウモ　1・2．

調査地及び調査月日　Fundorte　u．　Datum　d．　Aufnahme：1，4，5：鹿島郡神栖町下幡木Q978．9，

　　21）　　2，31鹿島町栗生浜（1978．7．4）

調　査　者　Aufn，　Nr．1，4，5：von　S．0．，　MK　u．　T．0．，　Nr．2，3：A．M，　S，O。，　MK：．，　T．O．　u．　K：at．
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　ヒメガマ群落は，ヒメガマが水面上に！50～200cm程度の茎葉を抽出し，きわめて疎な単純群

落を形成している。共存種としてはヨシ，マコモなどがあげられるが，いずれも水深の影響が強

く，岸部に接して水深80cmより浅い立地ではヨシ，マコモを混生する。一方水深が100cmを

越えると沈水植物のホザキノフサモ，エビモなどが共存する場合もある。

　群落の所属はヨシクラスに位置づけられることは間違いないが，群集の決定には至っていな

い。

　ガマ属は水底の泥中に長大な根茎を張りめぐらせて立地の安定をはかり，また水面上の茎葉は

生物の生息地に寄与している。

　5）　ガガブターヒシ群集

　　　　Ny膿phoides　indica一愛rapaゴapon呈ca－Ass．　Miyawakietal，197ア

　　　　　（Tab．14）

　霞ケ浦や北浦をはじめ，調査地域内には数多くの池沼が存在し，浮葉植物や沈水植物による水

中草原がみられる。

　わが国の富栄養湖の浮葉植物群落として，すでに隣接地の印旛沼の資料によりかガブターヒシ

群集が記録されている。今回，主として北浦での調査資料ではガガブタを欠いているが，全体の

種組成からガガブターヒシ群集に含められる。

　北浦のガガブターヒシ群集にはヒシ，アサザが見られ，特に水面に黄花を開くアサザの燭体が

目立っている。また，局所的にオニビシが優越する墨黒もみられる。

　群落内ではヒシ，アサザの浮葉が水面をおおうため，沈水植物はきわめて貧弱である。また水

質の悪化が光の透過：量を妨げているのも一因と考えられる。

　群集立地の水深は150～160cmであり低質は軟泥である。

　6）　コウガイモーササバモ群落

　　　　γαZ∫εsπθ冠α｛1eπsθsθrr配Zαfα一Poオαηεoσ2foππεα互αεα’επs－Gesellschafも（Tab．14）

　これまでガガブターヒシ群集として，印旛沼の植分で報告されたものには多くの沈水植物が共

存し，浮葉性の植物と沈水性の植物との群落境界はみられなかった。しかし，今回の北浦におけ

る調査ではこれらの区分が明白となった。しかし，両老を互いに別の群集として認めるためには

なお隣接地域の調査が必要である。

　コゥガイモーササバモ群落はササバモ，コウガイモ，エビモ，ホザキノフサモなどの沈水植物

によって構成される。出現種数は2～8と幅がある。構成種数はある特定の種が優占するかしな

いかによって大きく左右される。

　コゥガイモーササバモ群落はコウガイモ下位群落とオオカナダモ下位群落にさらに区分される。

前者は平均水深60cm内外の立地をしめるのに対し，オオカナダモ下位群落は100cm内外の水
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深の立地に生育している。オオカナダモはアルゼンチン原産の帰化植物であり，わが国では琵琶

湖をはじめ富養化した湖沼に繁茂し，分布域を広げている。

　7）　アオテンツキ群集

　　　　Fiml）ristylidetum　verruciferae　MiyawakieもOkuda1972（Tab，15）

　アオテンツキ群集は高さが20cmに満たない緩生のカヤツリグサ科植物による短期1年生草本

植物群落の一つである。この群集は，低地の池沼や排水溝，河辺などの岸部において，夏季から

秋季の高温期に水位が徐々に低下し，わずかな期間底質が大気にさらされるという特殊な立地に

生育する。

　群落高は20cm内外で，平均7～8種の草本植物が密生し，あたかもカーペットを敷いたよう

な外観を示す（Phot．5）。

　　　Phot．5　ため池が干上がったために周縁部にアオテンツキ群集が

　　　　　　　一時的に生育する（千葉県東庄町）。

Fimbristylidetum　veτruciferae，　wozeitwe韮igverlandeteRandzone
der　Teich　einstweilig　sich　entwickelt　ist．（Tonosho　in　der　PrafektuτChiba）

　アオテンッキ群集の標記種はアオテンッキ，シロガヤッリ，アオガヤツリなどである。他にタ

マガヤッリ，ヒメクグ，アゼテンツキなどが共存する。

　土壌は一般に砂質壌土の場合が多い。富養な粘質土を多く含む立地ではアゼナ，コゴメガヤ
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Nr．　d．　Aufnahme；

GrdBe　d．　Probef1盗che（m　x　m）：

Hdhe　d．　Vegetation（cm）：植生高

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　　Tab．15　アォテンッキ群集

Fimbristylidetum　verruciferae

調査1番号1！23　45　6　78　910111213
　　　　　i　2×32x3 2x32×33×3　3×廷　3×3 3×3 2×22×32×32×32×2
調査面積i

　　　　　l40201055252030108202025
　　　　　…9595959。45、。。、。。9。9560959898
全植被率1

｝圭1浸種数　784　67　4 59　57610　6
Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　　　　　群集標徴種及び区分温
田〃め7・’5む傭η81フ’‘κ哲η’α

　　　　　　　　　アオテンツキ
C躍）6耀∫♪αoゲどαで∫　　シロガヤツリ

Cθπ妙θ4αノノ珈珈α　　トキソソウ

B観6／z5〆＞－oπ40∫α

　　　　　アメリカセンダングサ
1万9πα万ααゐ‘8π46／Z5　　メヒシバ

L∫ノπ1617．置如ρプ0α‘〃め8π∫　　アゼナ

q）グ）8ノ饗3力噂∫α　　　　　コゴメガヤツ夢

盈〃め1廊ち商∫ノ｝認∫α68α　　ヒデリコ

ー　・　4・3　5・44・3

i　5。41・2　2・2　十
i、．＿．．一一一，＿1

ミ　　　　　　　　　

ii1●2＋i●　’
ミ　　　　　　　　　　　　　　　ユ

1：十●2　十　1　・　　・

1：　　　　　3

i：＋＋1．　・
モ　　　　　　　　　　　　　ト

iL一．一一一一一一L

3・22・35・4　　5・43・3　　一ト　　　十　　 ・　　　●

1・25●42・3　2・2　　。　　　。　　　・　2・2　2・3

●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　　●

o　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　o

・　…　　　　　　十　　・

o　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　o

●　　　　　o　　　　　　　●　　　　　・　　　　　　　●　　　　　●

o　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　o

・　　　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　　●

　　　　　コリコド　りらリココけりてのはけりののびぴぴロアはいび　コ

　　　　　　　　　　　　　ロ。　　　・　　i5・44・45。44・42．21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

・　　　。　　i十　 2・2　十　　十　　十　i

　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

・　　　十　　：　・　　．　1・23・34．31
　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　「・　旧　値　月　凹　価　m面　・h酊　一　一　n恥　闊一一一圏　一一一一一齢凶凶門E

1くennarten　d．　Lindernion　procumbeHtis：

　　　　　　　　アゼナ群団標参画

（汐ρ8π‘∫4励刀フ加∫　タマガヤツリ

κyZZfπ8τ巴97’αご沼ガ1μα　　ヒメクグ

n〃め1ゼ5妙〃559’‘α1’1’05α

アゼテンツキ
Lz．‘‘♂τ師9∫αゆfZoみ∫o’46∫

チョウジタデ

　qy少8耀∫7砂ρo痂α’∫　アオガヤツリ

Begleiter　：　　　　　　　　　　　　　　il遭倉ド種

　Ec伽06〃・α‘ノ‘μ5－8詔ガvar．

　　6απ4α忽　　　　　　　ケイヌビェ

　Aεμゐ18＠）屠∫z読’5勉ゐα　ウキシバ

　・49アー05孟∫∫ぬ℃αオαvar．2z罐αゐ0

　　　　　　　　　　　　　ヌカボ

●

●

●

・　十・2　一←　十。2　・

4・3　　。　1・2　　・　　十

●　　1．24。3　　1●2　　・

●　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　●

●

2・2

●

十

●

十

十　　十

2・2　十。2　十・2　 。　十・2

一←　　●　　　・　1・2　1●2

・　十・2　　。　1・2　　．

o　　　　　　　・　　　　　　　o　　　　　■　　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　　 ●　　　　　　　・　　　　　　　　 ・　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　　　じ ・　2・2　1・2

→一・2　。　　　。　　・　　・　　十　　十　　　・　　。　　。　　・　　。　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　…．1．2　．＋　．　．　．　．　．　．　．　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　1　●　●　　”　　●　’　。　　。　”　　 十　十　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　1

出現一一の種　AuBerdem　le　eimnahn　Aufnahme　Nr．1：Aう漉～Zoη疏θ（4）ん7・α5彦∫イチビ十，　Roノー吻α

カz漉‘αイヌガラシ＋，in　2；％むgoπ瑚∂zo40∫z〃μオオイヌタデ＋，　ln　5：ム08オ8∫ノ＠02z～6αミズニラ＋，

凡’η．めア働f畦yZゴ∫4～漉。診。〃～αテンツキ÷，　in　8＝（汐少6耀∫ρ04y5’αc1げ。∫イガガヤツ夢2・2，＆”ψπ∫1Lo’αノ厩

ホタルイ÷，」％2めノ4∫5ら・Z∫∫5’αz‘η彦。η∫∫varjoπθノz5ノ∫トネテンツキ＋，　in　10：L∫7z【表ηフz∫αぬうfαアメリカ

アゼナ＋，A♂q餌6％π45αθg～‘α々5スズメノテッポウ＋，　in　l2∴％砂go2zμ〃”げ4ノ匿（4＞ψ81’ヤナギタデ＋、

調査地，海抜高度及び万年年月日　Fundort，　H6he茸．　Meer　u．　Datum　d．　Anfnahme＝1～5：香取郡東

庄町青馬（5m）1978．9．19，6～8：香取郡小見川町辺田（15m）1978．9．20，9～131香取郡小見川町辺台

（4m）1978．9．20

調　査　老　Aufnahme　von　K　F．　u，　K．　T．
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ツリ，ヒデリコなどの二男が増加する。水田のイネの収穫後の空地にも類似の群落が形成される

が・これはアゼトウガラシ群集としてまとめられている（Miyawaki　et　Okuda　1972）。

　アオテンツキ群集の分布は現在のところ関東以爾に隈られ，河辺，ため池などに広く分布して

いる。わが国のこの種の群落はすでに4群1集が報告されているが（奥田1972），これらはアゼナ

二三としてまとめられている。オーダー，クラスは未定である。

　欧州ではこの群団に対応するものとしてNanojunceteaがあるが，わが国のアゼナ群団

とは共通種が少なく，独立したクラスであろうと考えられている。

　アオテンツキ群集の生育は，その生育地における水位が徐々に低下した場合に見られ，急激な

変化や底質が礫地または新生されたばかりの土壌の場合には生育しない。香取郡小見川町，東庄

町などのため池で記録された。

　8）　アオウキクサ群団

　　　　Lemnion　paucicostatae　】M韮yawakietJ．丁貴xen　1960　（Tab．16）

　アオウキクサ群団は水面に浮遊して生活するウキクサ類によって構成されるもっとも単純な植

物群落である。わが国には4つの群集が報告されている。

　ウキクサ群落は，強く富栄養化した水田，池沼，排水溝の止水域に限って繊現する。夏季の気

温上昇に従って繁殖し，盛夏：にはもっとも滋藤率をます。

　今回の調査においてはわずか一資料にしか過ぎないため，調査地域全体のウキクサ群落の把握

は嗣難である。関東平野の低地では，一般にウキクサ群落は多くの構成種をもってはいない（奥

田1978）。

　群集標徴種のサンショウモを欠くことからアオウキクサーサンショウモ群集の断片と考えられ

る。

　ウキクサ群落の生育状態はその立地の富栄養化を示す指標価値が認められている。

　　　　　　　　　　　　　　Tab．16　アオウキクサ二子

　　　　　　　　　　　　　Lelnnion　paucicostatae

Nr．　d．　Aufnahme　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　Probef1益che（m×m）：　　　　　調査面積

Deckung　d．　Vegetatim（％）：　　　　　全的被率
Artenzahユ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

　1

1×2

90

　2

K・nn・…Verb・nd…　　　　　群団羅種…｝一　．「一

悪鑑　　・ラ1饗　i：：：
調査地及び調査年月日　Fundorte　u。　Datum　d．　Aufnahme：茨城県鹿島町栗生浜（1978。7．14）

調査者Aufn．　von　AM．　S．O．　M。K．　T。0．　u．　Kat．
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2．代償植生ErsatzgeseHschafもen

　鹿島地区は，古くから沖積地は水田として，丘陵地は畑耕作地として利用されてきた。そのた

めに自然植生は急傾斜地や海岸砂丘などにきわめて狭い面積に残されているのみである。大部分

が人為的におきかえられた代償植生によって占められている。

　9）　クヌギーコナラ群集

　　　　Quercetum　acutiss三mo－serratae　Miyawaki　1967（Tab．17）

　内陸部の潮来町や佐原市の関東ローム層で被覆される沖積台地の斜面には，ところどころにコ

ナラ，クヌギ，ヵスミザクラなどの夏緑広葉樹が優離する二次林が見られる。これらの林分は，

自然植生の常緑広葉樹林が，薪炭林として10数年毎に伐採が繰返される定期的な人為的影響のも

とに成立している持続群落である。この地域では，比較的少ない植生であり，小面積の林分が点

在しているにすぎない。

甕纏加温幽遠．罎

・焦藩
　　　　　繍

．．

憲騰♂

　　Phot．6　常総台地斜面の土地利用。下総台地の例。尾根状の凸状地にヤブコウジ

　　　　　　　ースダジイ群集萌芽林，斜面上部にアカマツ植林，斜面下部にクヌギー

　　　　　　　コナラ群集がみられる（千葉県山田町）。

Einer　der　typischen　Hangnutzung，　die　von　Fu信teil　bis　R琶cken　mit　dem　Quercetum　acuti．

ssilno－serratae，Verjungs－Stadiumdes　Ardisio－Casta鷺ops三etum　sieboldii
und　P加醐68π5ゲ！oプα一Forst　bedeckt　sind．（Belspiel　an　der　Shlmousa－Hochebene）
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　森林景観は，高木層が14～17mまで達し，80％前後の臨画率を占めている。4層構造を形成し

ているが，繰返し伐採されるため胸高直径は10～！2c順程度の若い二次林となっている。

　高木層には，コナラ，クヌギ，カスミザクラ，ネムノキが株立ちし，低木層にはヤマツツジ，

ヤマコウバシ，ガマズミ，ムラサキシキブ，ヤマグワ，フジなどの夏緑広葉樹の他，スダジイ，

イヌガヤ，タブノキ，ネズミモチ，ピサカキなどヤブコウジースダジイ群集やイノデータブ群集

の構成種が多数生育している。また，林床にはアズマネザサが密生している植分が多く，さらに

定期的な伐採，下草刈り，落葉かきなどの人為的影響が加わるため，シロヨメナ，ノガリヤス，

ヤブマメ，ツリガネニンジン，ススキなどのススキクラスの種やサルトリイバラ，ミツバアケ

ビ，ヤマノイモ，ノブドウ，トコロ，オオカモメヅル，エビヅル，ノイバラ，スイカズラなど多

数の蔓性の種群が侵入し，若い二次林特有の景観を呈している。

　今回調査された2つの植分で構成種に若干差が認められるが，このような群落は，ヤマコウバ

シ，ササバギンラン，ホソバヒカゲスゲ，シラカシなどを標微種および区分種としてクヌギーコ

ナラ群集にまとめられた。さらに，ガマズミ，ムラサキシキブ，エノキ，チゴユリ，フジ，カス

ミザクラ，ヤマザクラなど多数の種群によりイヌシデーコナラ群団にまとめられる（Fig。12）。

　調査資料ユの牛堀町のコナラ林は，急傾斜の不安定な土壌に成立しており，アカマツ，ヤマツ

ツジなど乾性立地に適する種が目立つ。また，資料2の佐原市のコナラ林は，心筋に面した緩傾

斜地に成立しており，ケヤキ，ムクノキ，タブノキなどの湿性地に生育する種が目立っている。

両者の闇に若干の差はあるが，いずれもコナラが優占しており，タブ林域の二次林の構成種であ

るカラスザンショウ，ヤマハギ，ミズキなどの種は全く欠けていることから，これらのコナラ林

の立地の潜在能力は，ヤブコウジースダジイ群集かシラカシ群集を支えるものと考えられる（Fig．

12）。

　10）　ク日マツ植林

　　　　pεππs痂ππbθ堕だ一Forst（Tab．18）

　鹿島浦で調査されたクロマツ林は，主として海岸地方において防砂林として植栽されているも

のである。粟生浜を中心とした鹿島コンビナート地域では，海岸の砂丘上とその後背地の低地に

ある畑や水田の周囲，さらに内陸の暇砂丘上などに帯状にクμマツが植栽されている。

　群落の森林形態は，2～3層構造にとどまり，まだ未発達である。種組成も，クロマツ林とし

ての標微種や区分種はなく，林冠の植被率も70～80％の所が多い。したがって林内は明るく，海

岸砂丘植生の構成種やススキクラスの種，マント群落の種が多数侵入してきている。このクロマ

ツ林は，海岸から内陸部に向って次第に組成が推移している。したがって，種組成によって大き

く2つの群落に分けられた。

　アキダミークロマツ群落：この群落は，海岸の最前線からやや内陸に向って発達するクロマツ

林で，ハマビルガォ，ハマァオスゲ，ハイネズなど海岸砂丘植生の構成種やアキグミ，チガヤな

どにより特徴づけられる群落である。群落内は，さらに，その立地により2つの下位群落に分け



51

G

！．　コナラ

2．　クヌギ

3．　アカマツ

4．　タブノキ

5．　スダジイ

6。

7．

不スミモチ

ピサカキ

　　　　　Fig．12　クヌギーコナラ群集断面模式
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られる。

　海岸の最前線で風衝が最も強く飛砂が激しい砂丘上に植栽されたクロマツ林は，樹高が低く2

瓢前後にすぎないが，枝が密に発達し，植被率は90％以上に達している所も多い。樹冠の密閉と

環境の悪条件と相まって林床植生の発達が悪く，構成種は！3～！8種と極めて少ない。このアキダ

ミークロマツ群落は，高木層を欠き，クロマツとイタチハギが低木履を構成し，林床にはヒメヤ

ブラン，ススキ，チガヤなどススキ・草原構成種に加え海岸風衝地植生のマサキ，トベラが若干混

生しているにすぎない。
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　やや内陸部にはいり畑や水田のまおりに植栽されているクロマツ層は，海風の影響もやわらぎ，

樹高が7m位に達する林分が多い。林内は，第一層の植被率が70％以下と明るいため，前記の種

の他ハマボウフウ，ケカモノハシ，ハマアオスケなど海岸植生の種やノブドウ，テリハノイバ

ラ，ツルウメモドキ，ナワシロイチゴ，アオツンラフシなどのマント群落の構成種などが多数混

生している。そのため，構成種数は30種近くになっているが，まだ，低木層の発達がきわめて悪

く（植被率20～30％），不完全な3層構造である。しかし，前記の林分に比べると，かなり発達し

　　　　Phot　7　バカキランークロマツ群落

助ψαc孟z5ρ⑫ZZ・∫α一P班召∫伽7加gz卜F・rst．（Kash・ma）
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　　　Vegetationsprofil　des　P∫ηπ∫疏襯ゐ6ノニ9ガーForstes．

　　P腕粥漉z〃め87欄gだ　　　　7．　アズマネザサ

r輪

！．

2．

3，

4．

5．

6．

クロマツ

マサキ

トベラ

モチノキ

オオバイボタ

サルトリイバラ

肉
勾翁

。・傷

く，倉

Ez’oア耽yη躍5ブ砂。η∫α5

P漉0功。耀ノπ渉0うかα

zz6諾勿躍9アα

ゐ∫gz‘5か日ノπoηα砂漉z〃π

5刀zπα瓢011f／zα

8．　チガヤ

9．　ヒメヤブラン

10．　ハマヒルガオ

11，　アキグミ

11　　1　911

PZθfo扉α∫魏561L初O

Iηψ6履α‘ツ勧4プ∫0αvar．ゐ0爾gだ

ゐ早暁（ψ8η珈。ブ

Cαそy∫彦¢9如50Z4απ8Z♂α

πα8α9ηπ∫泓ηめozzα診α

た植生と言える。このような種組成で特徴づけられる群落は，ハマカキランークロマツ群落とし

てまとめられた（植生図参照），（Phot．7）。

　トベラークロマツ群落：アキダミークロマツ群落の立地から更に内陸側の旧砂丘上に植栽され

ているクロマツ林である。風衝もやおらぎ，土壌の成熟度も進んできているため，クロマツの生

育もよくなり，樹高が7～10mに達している林分が多い。群落の構成種も20種以上の所が多く，

ほぼ完全な3層構造を形成している。しかし，林内が明るいため，種組成から見ると，アズマネ

ザサ，コマツナギ，ススキなどのススキクラスの構成種やエビヅル，スイカズラ，サルトリイバ

ラ，ヘクソカズラ，テジハノイバラなどマント群落の構成種が多数混生しており，遷移途上の群

落と言える。この林分ぱ，モチノキ，ツユクサ，アズマネザサ，エビヅルなどによりアキダミー

クロマツ群落から区分される（Fig．！3）。

　群落内は，その立地の土壌の成熟度により，植生が次第に推移している。内陸部にはいり土壌

の成熟度が進むにしたがって，ネズミモチ，モチノキ，タブノキなどの本来この地域の自然植生

である常緑広葉樹林の構成種が次第に増力rlしてきている。この点から見て，トベラークロマツ群

落はアキダミークロマツ群落より一段と遷移の進んだ群落と言える（Phot，8）。
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Phot．8　トベラークρマツ群落。わずかに表層土が形成されてくると，ススキ，

　　　　　スカシユリ，ヤマアワなどの草本植物に混生し，ノイバラ，アキグミ，

　　　　　ネズミモチなどの木本植物が生育可能となる（鹿島町粟生浜）。

　　　　　　　P痂。宴）oπ‘刀Lオ。うかα一P’ノzz‘5疏z‘ノめθ1窟f－Gesellschaft．

　Als　Unterwuchs　wachsen　M’50απ〃謝55ごノzθノz∫’∫，五読z‘η3刀雄α♂Z磁‘ノη，　CαZα〃zαgプ。∫彦∫∫

　ゆ8痂5u．　a．　Krautarten．　Wo　Mutterboden　entwickeit　ist，　ist　es　m6giich，　daB

　Ro5αア澱諺魂。プα，・研忽μ9／zμ∫瑚zゐθ♂♂α渉α，μ9ε‘5オブz〃μブ妙。／zfα〃z　u．　a．　Baumpflanzen

　gut　wachsen．（Aoha組a　in　K：ashima）

これらのクロマツ林は，立地条件が好転してくると，最前線にあるアキダミークロマツ群落内の

林分は，マサキートベラ群集に向って遷移していくものと考えられる。また，内灘部のトベラー

クロマツ群落は，ヤブコウジースダジイ群集ないしはイノデータブ群集へと発達していくものと

考えられる（Fig．！3）。

　lD　アカマツ植林

　　　　Pεπ郡8dεπsfπorα一Foτst（Tab．19）

　クロマツが海岸地帯の砂丘を中心に，砂防用として植林されているのに対し，アカマツは内陸

部の台地を中心に向陽の立地に用材林として広く植林されている。当調査地域内においては，佐

原市，小見川町，潮来町，手堀町，麻生町などで，特に利根川や霞ケ浦などの水郷に近い台地に

多い。調査地域内の台地は，ほとんどが厚い関東ローム層に被われており，岩角せき悪急傾斜地
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瞭養簿　　　　無戴藩

　　　　　　灘聾嚢

　　Phot．9下総台地の土地利用。粗放管理されており，斜面にはヤブコウジースダ

　　　　　　　ジイ群集が，尾根部にアカマツ植林，谷部にはメダケ群落がみられる

　　　　　　　（千葉県東庄町）。

Extensiv　benutzte　Shimousa－Hochebene，　Auf　dem　Hang　kommt　allmahlich　das　Ardisio－
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の自然植生としてのアカマツ林は見られない（Phot，9）。

　植栽されたアカマツは，ある程度生育するまではよく管理され，その後ある時期以後放置され

ているため，群落の形態ぱ，高木第2層の欠けた3層構造を成している林分が多い。高木第1層

は，樹高10数mから20m近い林分までいろいろな段階が見られるが，植栽密度が比較的低く，植

被率は70％前後の林分がほとんどである。そのような林分は林内が明るく，低木層は，きわめて

多数の種が混生し，マント群落の種の混入と相まってジャングル状を量している。その影響を受

けて草本層はほとんど発達していない。

　高木層は，アカマツがほぼ純林に近い優占度を示し，その間に，クロマツやクリなどがまれに

混生しているにすぎない。フジやナツヅタが高木第一層まで達した管理の悪い林分も見られる。

低木層は，コナラ，カマツカ，ガマズミ，ヤマツツジ，クリなどイヌシデーコナラ群団の種が多

数繁茂している。また，この地域の自然植生であるヤブッバキクラスを指標するピサカキ，タブ

ノキ，モチノキ，シラカシなどの樹種がかなりの優占度で復元してきている。さらに，林内が明

るいため，サルトリイバラ，エビヅル，トコロ，ミツバアケビなどのマント群落の構成種が多数
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侵入している。草本層は，低木層（植被率90％以上の所も多い）により日光がさえぎられるため，

種類も個体数も極めて少なくなっている。コチヂミザサ，シロヨメナなどの他，シュンラン，ジ

ャノヒゲ，ヤブコウジなどが，わずかな透過光を受けて生育しているにすぎない。植被率は少な

い所では10％，多くても50％位である。

　アカマツのような適応力の大きい樹種の植栽林では，植栽後のさまざまな人為的干渉（管理そ

の他）とその立地環境により，異った相観（景観）と種組成の植分が成立している。調査されたア

カマツ林も，植物社会学的にみると，他の植林と同様に，植林樹種以外にアカマツと結びつく種

はほとんどなく，種組成はその立地の潜在自然植生や代償植生の構成種から組み立てられている。

　この地域のアカマツ植林は，植栽されたアカマツを除くとクヌギーコナラ群集の構成種が圧倒

的に多く，種組成上クヌギーコナラ群集に位置づけられる。また，アカマツ植林の潜在自然植生

は，ピサカキ，モチノキ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，シラカシ，スダジイなど乾性の常緑広葉樹

を多数含んでいること，乾燥した台地上や斜面からなる立地条件から考えて，ヤブコウジースダ

ジイ群集あるいはシラカシ群集を支えるものと考えられる。

　12）　スギーヒノキ植林

　　　　Cr〃P老。ηLerεα∫αpoπεcα，　Chα配αccμPαrεs　o　6掘8α一FGrst（Tなb．20）

　スギは日本特産の針葉樹で，本州，四国に分布し，九州にもわずかに見られる。屋久島のスギ

はヤクスギと呼ばれ昔から有名である。ヒノキも日本特産の種であって，本州中部の山地，特に

木曽地方に多く，関菓山地，紀伊半島，中国，四圏に多く分布し，九州にはやや少ない。スギ，

ヒノキともに分布の南限は屋久島である。

　スギ，ヒノキはアカマツと並び，わが国の造林樹木の代表的な種である。一般的に，アカマツ

は尾根部や急傾斜地のやや乾燥した立地に植林されるのに対して，スギは斜面部のしかもやや湿

った凹状斜面に植林されることが多い。ヒノキは中腹部などアカマツとスギ植林地の中閥に植え

られる。

　鹿島地区においては，スギ，ヒノキ植林地は，利根川以北の行方台地や鹿島台地の斜面に小面

積でごくわずかに見られただけであり，主に利根川以南の下総台地の斜面に多く見られた。ス

ギ，ヒノキの植林形態は様々で，スギ，ヒノキの単純林や，アカマツ林下にいわゆる二段林とし

て植栽されているものまである。鹿島地域では，斜面部や平坦地に植栽されたスギまたはヒノキ

の優占する典型的な林分が調査された。

　スギやヒノキの植林地は，植栽樹のうっ閉した常緑葉と適潤な立地条件のため出現種数は多

く，今回調査された7ケ所のスギ，ヒノキ林の平均出現種数は63種を数えた。

　鹿島地区において調査されたスギ，ヒノキ林は，ゲジゲジシダ，トウゲシバで区分される植生

単位と，ビナンカズラ，アオキ，テイカカズラ，シュロなどで区分される植生単位の2つの下位

単位に区分された。ゲジゲジシダ，トウゲシバで区分される群落では，低木層の植被率はわずか
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5％と低い。これは下草刈りなどの人為的管理の度合がきわめて大きい結果と考えられる。

　一方，ビナンカズラ，アオキ，テイカカズラ，シュロなどで区：分された群落は，林床植生が比

較的よく発達し，特に常緑植物が多い。これらの群落には多くの自然植生構成種が生育し，人為

的影響が弱くなったものと考えられる。この下位群落もさらに，トコロ，ヒカゲイノコズチ，ア

ケビ，ヘクソカズラで下位区分される。この植生単位はマント群落構成種が多くみられ，人為的

影響がやや大きいと考えられる。

　今回調査されたスギ，ヒノキ植林にはドクダミやヤマグワなどの湿性指標種が多く生育してい

ることは，この立地が適癖地であると考えられる。また，タブノキ，スダジイ，ピサカキ，シラ

カシ，アオキ，ビナンカズラなどの常緑植物が多い。これらの自然林構成種の組成から，潜在自

然植生は常緑広葉樹林であることが理解される（Fig．14）。
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　13）　ニセアカシア植林

　　　　1～obε痂α、P8επdoαcαcεα一Forst（Tab．2！）

　ニセアカシアは北アメリカ原産の夏緑広葉樹で，明治10年頃わが国に入り今では各地に植樹

され，時には野生化している。ニセアカシアは，マメ科植物の特性から土壌中の窒素量を増加さ

せるはたらきがあるため，他の樹木の育たない荒地でも早く生育し，植栽も容易であるため砂防

Nr．　d，　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．2！　ニセアカシア植林

R・伽‘αρ∫βzz4080α‘∫α婁orst

　H6he廿，　Meer（m）：

　Exposition：

　Neigung〈　。）　＝

　GrδBe　d．　Probeflache（m2）

　H6he　d・Strauchschicht（m）：

　Deckung　d．　Str段uchsch三cht（％）

　H6he　d．　Krautschicht（m）：

　Deckung　d。　Klrautschicht（％）；

　Artenzahl：

　Gepflanzte　Baume＝

　　Ro∂ガπ∫α汐58κゐα6βcゴα

　　P加z6∫疏π始8／9～ガ

　　魚∫α7～’α84認f∫

　　Nεア・fz6ηL∫π〔痘α〃｝ゑ

　　Qz4θκz4∫がしπ砂7u80∫465

　　Ez40π1γηzz∬ノψ07zガ6z‘∫

　Sonstige　Arten：

　　E7ゼ96roπ‘α槻盈ノz∫25

　　z万9露α？4どαα（♂∫c8π48π∫

　　Eブガ987ro7z　5μη～αオブ8／z5’5

　　ゐゆか4珈刀z窃7書∫ノz此πノπ

　　30Zが伽goα臨∬！〃zα

　　Eガ9θ70παπη欄5

　　αz＠1LαZ∫～〃π励擁8

　　30πご1Lπ50Z67・αごθ〃5

　　Clzθ1～砂。読z〃παZ∂μ12z

　　Co刀〃ノz8Zゼ刀α607／zη1Z〃～ノ5

　　0καZ’∫coη瓦。μどα‘α

　　Coooπ伽∫02・6～oπZαオ㍑∫

　　砲ガ∫遊岬∫αvar．励磁

Fundort：調査地　　　　茨城県鹿島町住友金属横内

　　調査者

調査番
調査年

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現種数

植栽樹種
　　ニセアカシア

　　クロマツ

　　マテバシイ

　　キョウチクトウ

　　ウバメガシ

　　マサキ

その他の種
　　ヒメムカシヨモギ

　　メヒシバ

　　オオアレチノギク

言・

i｛

一…一一　『q…一｝…

マメグンバイナズナ

セイタカアワダチソウ

ヒメジョオソ

バハコクサ

ノゲシ

シロザ

ツユクサ

カタバミ

アオツヅラフジ

ェビヅル

Aufnahme　von　A．M，　SD．，　M．K，’rρ，　u且d　K：at．

i｝

・i

認

K｝

・｝

　…

4・4

2・3

1・2

2・2

！・1

1・1

1・2

十・2

1・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

十・2

　十

　十

　十
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用，土地改良用，飼料用，緑化樹などとして広く用いられてきた。今回の調査域においてもニセ

アカシアは多く見られたが，調査できる林分を形成するほどのニセアカシア林は少ない。調査さ

れたニセアカシア林は1ケ所だけである。

　今回調査されたニセアカシア林は，鹿島町の住友金属構i内に残されている林分で，かつて防風

林として植林されたものと考えられる。このニセアカシア林は樹令が若く，樹高も2mと低く，

ニセアカシアの他にクロマツ，マテバシイ，キョウチクトウなどが植栽されている。

　ニセアカシア植林地は，一般に他の植林地にくらべて，窒素富有または過多になり，さらに落

葉性のため比内が明るい。このために，面内には好窒素性の畑地雑草，路傍雑草やマント群落構

成種が多く見られる。

　今圃調査されたニセアカシア林でも，ニセアカシアの此度は高いが林内は明るかった。林床に

はヒメムカシヨモギ，メヒシバ，オオアレチノギク，ツユクサなどの好窒素性の畑地および放棄

畑地雑草や路傍雑草が多くみられ，またアオツヅラフジ，エビヅルなどのツル性のマント群落構

成種もみられた。このようにニセアカシア植林の種組成は，草原やマント群落に近い。またニセ

アカシアが土中の窒素量を一時的に増加させるために好窒素性草本植物が画く残存し，人為的影

響を停止してもその立地の群落の遷移速度は緩慢である。

　属）モウソウチク，マダケ林

　　　　jPん〃πosfαcん〃8　んθfθroc〃e’αf。　Pπbθ8ceπs，　P1あμπosfαcん〃s　bα配る麗soεdθ8－Bestand

　　　　　（Tab．22）

　モウソウチクは中国原産で，我が国には1700年頃に渡来したといわれる。しかし一般に広まっ

たのは交通網が整備されてきた江戸末期以後のことである。モウソウチクは幹の表面が軟く，光

沢があまりなく，材は良質とはいえないので高級な工芸品には利用されていない。もっとも一般

的な利用方法はたけの子を食用にすることである。

　マダケは，日本原産とも中国原産ともいわれているが，古くから日本で利用されてきた。材質

はきめこまかく，弾力性に富んでいる。そのためタケのなかではもっとも利用価値が高く，家

具，工芸品，建築用，竹垣など多方面にわたっている。

　モウソウチク，マダケ林の多くは，平地の屋敷林内，山地下部や谷ぞいの凹状地など厚い腐槌

土と年間を通じて空中湿度の高い立地によくみられる。両者ともヤブツバキクラス域全体に広く

分布している。種組成的にはこれらの竹林と結びつく種はなく，主にその立地条件や人為的管理

の度合によって出現する種が異なってくる。

　今回調査されたモウソウチク，マダケ林は3つの下位群落に区：分された。ムクノキ，スダジイ

などで区分される単位は，スダジイ，ナガバジャノヒゲ，シュロなどの自然植生構成種の常緑植

物が多くみられた。このように多くの自然植生構成種の生育がみられることはこれらの林分は人

為的管理がきわめて粗放なためと考えられる。

　一方，ナツヅタ，トコロなどで区分される群落単位は，人為的管理がある程度強く，下草刈り



60

なども行なわれていると考えられる。この群落は，さらに2つに下位区分され，タラノキ，アカ

ネ，ダンドボロギクなどで下位区分された林分は，ダンドボロギク，オオアレチノギク，ヒメム

カシヨモギ，タラノキなど草原やマント群落構成種の生育が多くみられた。一方，ケヤキ，アケ

ビなどで下位区分された林分は，ケヤキ，ミョウガ，イヌワラビ，シャガなどの湿性指標種が多

く，今回調査されたモウソウチク・マダケ林の中で最も湿性な林分と考えられる。

　もう一方，タンキリマメ，ナワシロイチゴなどで区分された林分は高木層の高さが5mの若い

マダケ林である。出現種酢も16種と少なく，低木層，草本層の植被率も各々5％と低い。しかも

タンキリマメ，ナワシロイチゴ，ススキ，ヒメヤブラン，テリハノイバラなどの草原やマント群

落構成種がほとんどである。この林分は樹高も低く，林内もやや明るく，その上，人為的管理が

きわめて大きいためにこれらの種が侵入，生育しているものと思われる。

　鹿島地区：におけるモウソウチク・マダケ林は人為的管理が粗放であれば，常緑植物の生育が多

麟
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　　　　　　　　　　Fig．！5　モウソウチク林の断面模式図

　　　　Vegetationsprofil　des　jR1耽yZZo∫如漉ツ∫118’θプ。（こy6♂αf．〆＞zめ8566／2∫一Bestandes．

1，　モウソウチク

2．

3，

4。

5．

6．

7．

8．

タブノキ

ヤフツハキ

アオキ

ピサカキ

ムラサキシキブ

テイ軽率ズラ

ノブドウ

鐸院yZZo5オα6んツ5ん8∫8ノη¢ycZα

f，ρzめθ5c82z∫

1）θノ置8α（ル臨1泌‘5）オ1膨ノめθ79ガ

Cα〃3θZ如ブζψoノτf6α

Aπα4ゐαノ妙。／z磁

Ezの・αノ妙。／z磁

CαZZ加7μノ‘ψoπゴ6α

9．　ヤブコウジ

10．

11．

12．

13．

14．

キヅタ

ナガバジャノヒゲ

ミスヒキ

ドクタミ

キチジョウソウ

外面1zθ妨ρ6r脚〃zα∫！α漉蹴var．瞬θηノz畝τ傭

Aηψ8Z砂5な加例ψ8ぬη‘認磁α　　15．マソリョウ

ノ1プ漉5∫αブ砂。／zガ。α

Hθ48rα7ヲZO7ノめ8α

Qか1z∫砂ogoπ011面f

％4ygo7zz‘刀げゼZ〃bプ刀16

刀bz‘オ砿yη∫αωプ4α孟α

Rのzθo炬召α‘αγη8α

ムァ・読5’α6プθη認α
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くなることから，モウソウチクやマダケが植栽されている立地は，潜在自然植生がイノデータブ

群集，ヤブコウジースダジイ群集あるいはシラカシ群集などヤブッバキクラスに所属する常緑広

葉樹林であると考えられる（Fig．15）。

　16）　アズマネザサーススキ群集

　　　　Aτu難dinario　c嚢圭no一瓢量sca籍theもum　s圭飛ens量s（Tab．23）

　本調査地域の台地上やその肩部の斜面には植生高1m余り，時に2mに達するススキの密生し

た草原が見られる。これらの草原はアズマネザサーススキ群集の標微種アズマネザサが高常在度

で生育することと，ススキ，チガヤ，コマツナギ，オトコヨモギ，ネコハギ，ヒメヤブラン，マ

キ側目ギ，ハイメドハギ，ワレモコウ，ワラビ等のススキクラスの標徴種を持つことにより，関

東地方のヤブツバキクラス域に広く分布するアズマネザサーススキ群集（Miyawaki　197！）と斗くll

定される。

　アズマネザサーススキ群集は耕作放棄後数年で施肥による残溜栄養塩類の影響が薄れるとそれ

まで一時的に生育していたヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落に代って成立する。調査地

域内ではこのような経過をたどってこの群集が成立している例が最も多い。またスギ，ヒノキ，

アカマツ等の植林や，コナラ痘毒を伐採した跡地の遷移系列で，伐採直後のベニバナボロギクー

ダンドボロギク群集の次の段階で成立する場合がある。あるいは造成がそのまま数年間放置され

るとやはりアズマネザサーススキ群集が成立する事が多い。

　関東地方の代表的な二次草原であるアズマネザサーススキ群集は定期的な火入れ，刈取りによ

って維持されるが，それを放置する事によりアズマネザサの繁茂とススキの衰退，アカメガシワ，

クサギ，ウツギ，キブシ等の陽地生夏緑広葉低木やフジ，クズ，スイカズラ等の蔓性植物の侵入

を受け，やがてコナラ群落へと置き換えられて行く。

　今回得られた2つの繊生調査資料は茨城県潮来町大生の台地上で記録されたもので，いずれも

クリの植栽が行なわれ，栗園として利用されている。従って刈取りの頻度が高いために群落高は

0。8mに止まり，植被率も80％前後とアズマネザサーススキ群集としてはやや疎の状態を示して

いる。

　16）ハマヒルガオーチガや群落：，チガヤーヤマアワ群落およびヒメムカショモギーチガや群落

　　　　0¢♂〃8‘θ9∫α80♂♂απθπα～加Pθrα‘α　c〃泥π♂r∫cαvar・ん。θπ♂9εかGesellschaf毛，加Pεrαfα　c〃だπ一

　　drεCαvar．んoeπiσεε一CαZα～παgro8だ8¢Pερθε08－Gesellschaf撫nδE吻εroπCαπα4θπSεS一、西πPθrα‘α

　　c〃伽翻。αvar．肋επερεε一Gese茎玉sc蓋afも（Tab．24）

　鹿島町，波崎町，神栖町一帯の海岸付近や利根川河口付近の砂質壌土～砂土よりなる砂丘上の

耕作放棄地，埋立地，堤防法面等には，チガヤ，ヤマアワ，ススキなどのイネ科多年草本植物の

優面する二分が随所に見られる。これらの植分は群落を構成する種群により以下の3群落にまと

められた。
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　　a）ハマヒルガオーチガや群落

　海岸付近のよしずやクロマツ植林などにより人為的に砂の移動を抑糊されている場所にはハマ

ヒルガオーチガや群落が成：立している。この群落は，群落高50cm前後，植被率50～80劣のチガ

ヤ草原の相観を示し，時にススキ，オオマツヨイグサが優占する場合がある。群落内には，この

群落の区分種であるハマヒルガナ，コウボウムギ，オニシバ，マメグンバイナズナ，ケカモノハ

シ等が散生している（Fig．16）。　これらの種の多くが砂丘：の自然植生であるハマグルマーコウボ

ウムギ群集，ハマグルマーオニシバ群集に高常在度で出現する事から，この群落は上記2群集を

含むハマボウフウクラスの自然植生の代償群落であると推定される。

　ハマヒルガオーチガや群落はビロードテンツキ，カワラヨモギ，ナギナタガヤの3種の区分種

によリビロードテンッキ下位単位と，それらの種群を持たない典型下位：単位に下位区分される。

そして前老は後者に比し，より強くハマボウフウクラスの種と結び付いている事から，砂が移動

しやすく不安定な立地であると推測される。

（cm）

40

20

0

評

！ガ

蘇．

爬

．殊
、寒

竃

・蒲

｝｝

』

ダ

％

彰

．」懇
＼

訟
　い　　　　‘
．疹・

2　5 6　1　 6　1　2　 1　 ＝L87　3　 1　 4　 3　6　 ！

　　　　　　　　Fig．16　ハマヒルガオーチガや群落断面模式図
Vegetat玉onsprofil　der　Cαらノ∫’βgガα∫oZ4αη8ZZα一乃7ψ87窺α¢yZf2π配。αvar．ゐ。θノzfgガーGesellschaft．

1．

2．

3．

4，

5．

6，

7．

8．

チガヤ

ハマヒノレガオ

コウボウムギ

オニシバ

ケカモノハシ

ビロードテンツキ

ナギナタガヤ

オオアレチノギク

b）チガヤーヤマアワ群落

z〃4・8ノ窃既吻～4滅・αvar．々。磁9～ガ

C吻5紹9ゼα50Z4αノエ8ZZα

0αrα々060ノァzz‘9ガ

Zの，∫～α7παc7η3如改yα

Z561Lαβノπ襯α7z疏〔ψ1zoプ。液5

F加ゐ万∫む傭567ゼご8α

F85凝0α一十yz‘プ。∫

Eプゴ98ノ・07z∫μ7πα孟ノ・o刀∫乞5

　ハマヒルガオーチガや群落は更に安定するとチガヤーヤマアワ群落に移行する。この群落は群

落高，植被率ともにハマヒルガオーチガや群落よりも高く，それぞれ80cm余り，90％前後とよ
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り密生し，草丈の高い群落になっている。栢観的にはヤマアワとチガヤが，時にススキが優占

し，草原状を示している。群落区分種としてはヤマアワ，テリハノイバラ，タチカモジグサ，メ

ドハギ，スイカズラがあげられる。これらの種群の他にハマヒルガオーチガや群落と共通のコマ

ツヨイ，オオアレチノギク等が散生し，ネコハギ，トダシバ，オトギリソウ，ノガリヤスなどの

ススキ草原構成種の進入も見られる。

　ヤマアワーチガヤ群落は，砂丘砂の移動三無とその後の土壌化の進行に伴ないアカメガシワ，

クサギ，クズ等の夏緑低木や木性蔓植物によるマント群落の段階を経て常緑低木群落のマサキー

トベラ群集へと植生遷移が進行すると推測される（Fig．17）。

　　　　　　　　　Fig．17　チガヤーヤマアワ群落断面模式図
Vegetationsprofil　der　Iηψ8プαオαの肋z4パ。αvar．ん08’z’9だ一CσZα1πα9プ。読∫（4聖：6～o∫一Gesellschaft．

1。

2．

3．

4，

5．

6．
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8．

9。

チガヤ

ヤマアワ

テリハノイバラ

タチカモジグサ

メドハギ

ススキ

ォォァレチノギク

メリケンカルカヤ

ナギナタガヤ

。）　ヒメムカシヨモギーチガや群落

1ηψ8r磁の痂痂0αvar．々・8ηガ9∫∫

CαZα〃多α8プ。戯5ゆ忽6／05

Ro5α脚∫61LZ‘ノU∫απα

・49γ碗y707zrαc8〃z雄η〃π

L召ゆ84θ辮α〃z8α彦α

ハ4露ごαπ’1耀55’ノ昭ノz5ガ∫

乃・’8『θ7－07z　5z〃刀α’プ8η5∫5

んτ4πψogωz窃ブ9加ノα∫∫

Fθ∫’zκα刀3ツz‘7℃∫

上記の2群落が主に分布している砂丘地や砂洲上は耕作が容易でしかも地温が高い等の利点か

ら疏菜類の畑として利用される事が多い。このような耕作地が放棄されるとヒメムカシヨモギー
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チガヤ群落が成立する。この群落は群落高70c皿余り，照雨率8G％前後で相観的には前記の2群

落とよく似たチガヤ草原を呈する。しかし群落区分種としてはヒメムカシヨモギ，キソエノコロ，

アキノノゲシ，メヒシバ，ヒメジソ，ヤブガラシ，ヤハズソウ，ゲンノショウコ，ツルボ，カラ

スノエンドウなどの多くの種群を持ち，更に畑地雑草群落であるシロザクラスに属するエノキグ

サ，カタバミ，イヌタデ，ヒメミカンソウ，スイバ等が生育することから，畑作当時の耕起や施

肥などの人為的な影響がこの群落の成立に大きく関与している事が推測される。ヒメムカシヨモ

ギーチガや群落は放置される事により前記のチガヤーヤマアワ群落に移行し，海風の影響を強く

受ける海岸部では更にハマヒルガオーチガや群落に移行する。

　17）ギョウギシバ群落

　　　　吻π040πdαof〃Joη一Gesellschaft（Tab　25）

　鹿島町栗生浜の海岸埋立地には，多年生植物でほふく形をとるイネ科のギョウギシバが40～70

％の植被率で広く生育している。海岸より約10m離れた所では，ヒメムカシヨモギ，オオアレチ

ノギクなどの高茎の多年生草本植物や，ハマヒルガオ，ハマツメクサ，コウボウムギ，オニシ

バ，ハマエンドウなどの砂丘植生構成種が混生している。それより約20m内陸側に位置する，砂

の移動のより激しい所から区分されている野分ではギョウギシバが優目している。出現丁数は前

者が12～13，後者は7種に減じている。

　このギョウギシバ群落にはこれらの種の他に，耐塩性や耐乾性の強いマルバアカザ，コマツヨ

イグサ，ハマスゲなどがみられ，土壌が砂質で不安定なことを示している（Fig。18）。
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　　Fig．18　ギョウギシバ群落植生断面模式図

Vegetationsprofil　der（：そyπoゐπ磁。麦ゾ。ノ彦一Geselischaft．

　1．（汐π0諾0π4σ0解0π　ギョウギシバ

　2．Cん¢，1⑳04謡那αc醐Lf照如π　マルバアカザ

　3．　06／zo疏θ耀Zα‘∫痂諺α　コマツヨイグサ

3
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probefiache（m×m）

H6he　d．　Klrautschicht　（cm）　＝

Deckung　d．　Krautschicht（％）

Artenzahl：

　Tab．25　ギョウギシバ群落

（汐η040η4α6砂Zoπ一Gesellscha壬t

　　　　調査番号
　　　　調査年月日

調査面積
草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

i1　2　3　4
1　，78　　　’78　　　’78　　　’78

1　7　7　　7　　7
　5　　5　　4　　4
i5x34×420×2020x20
i2550　20　30
　40　　　70　　　40　　　40

　7　　7　　12　　13

Trellnart　d．　Gesellsch．：

　q甥0μ0刀ぬ吻ノ10フZ

Trennarten　d。　Untereinheiter1：

　Eプガ96プ。ηごαノzα46π∫ガ5

　Cα砂5オ69～α50Z4απ8ZZα

　Eガ981η7～∫〃2z曲初15’3

　5α89fπαηzα魏ノ〃α

Begleiter　：

　CIL8／z（ψoぬ〃ノ呂αα‘ノノ励α頗〃3

　D移ガ’αノゼαα45σ♂π461z5

　0召ノ～o〃z召ノ・αZαo加如彦α

　50ηC1躍50Z81一α68配∫

　ゐ。読¢ノπη3z碗ゲZoア忽7π

　c妙θ7［κ∫π｝’μノκ♂z4∫

群落区分種
　　ギョウギシバ

下位単位区分種

　　ヒメムカシヨモギ

　　ハマヒルガオ

　オオアレチノギク

　　ハマツメクサ

随　　伴　　種

　　マルバアカザ

　　メヒシバ

　　コマツヨイグサ

　　ノゲシ

　　ネズミムギ

　ハマスゲ

13・4　4。4　3の3十92

o

o

σ

○

・　十・2十・2

・　十・2　÷

。　　十　÷・2

。　十・2　　÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

鳩現一挙の種

　　Au13erdem　le　einmal　ia　Aufnahme　Nr．1：」％5顔。ααプδ‘η読72α68αオニウシノケグサ1・2，　Clz8／zo一

　ρo読z〃πα♂6z〃μシロザ十，君η6んε〃～∫5　co6π♂αカミツレモドキ十，　in　3：Cα紹¢舶ゐ。〃zμ4コウボ

　　ウムギ1・2，　Zoツ3∫α〃zαcπ）5如c11ツαオニシバ1・2，　恥5’zイ。α刀げ鰐η5ナギナタガヤ÷，　君3’8プ

　∫zめz‘彪館5ホウキギク十，　in　4：00／zo〃381u　8ノツガ3プ。∫〔ψαZαオオマツヨイグサ十，　1乃一ヴ∂♂’ぼ‘〃3プ8一

　ρ召1z∫シロツメクサ十，　Lα彦乃くyプ‘‘5ノ砂。π∫o配∫ノ・マエンドウ十．

調査地
　Fundorte：1～4　　茨城県鹿島町栗生浜

調査者
　Aufnahme　von　AM．，　S．0，，　M．K，　T．O，　und　Kat．

　十　　十　　十

　十　十。2　　・

　・　1・2　2・3

　・　　十　　十

…十。2　2・2　　・

　・　　÷　　　・

十

1・2

3・3

十

　〇

十

　18）テンキグサ播種地

　　　　EZ〃7π配8ηωJZεε＿Wiese（Tab．26）

　波崎町明石，下津の砂丘前面や，舎利浜の堤防斜面には・テンキグサが播種され，70～90％の

植被率で広がっている。テンキグサはハマニンニクとも呼ばれ，海岸砂丘において飛沫を受ける

ひかくてき安定した立地で草原を形成する。発達した根茎が伸長して潮風による砂の移動に耐え

るので，飛砂防止に役立つ。近年では各地で同属の外来品が導入されている。

　テソキグサの生育地はわが国の海岸砂丘に一般的であるが，群集としての発達は北日本に偏在
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Fig．19　テンキグサ播種地植生断面模式図

Vegetationsprofil　der　E♂ツノ螂η♂oZ♂～5－Wiese．

E妙ノπ‘5ηzo醗∫　テンキグサ（ハマニンニク）

Cαら腕09～α50観α2z8Z伽　ハマヒルガオ

0θπo読群αぬ6f痂鋤α　コマツヨイグサ

Zの幌α〃’αCプ03如C乃ひノα　オニシバ

している。調査された植分にはハマヒルガオ，

はおおむね良好である（Fig．19）。

コマツヨイグサなどが混生し，テンキグサの生育

　19）オニウシノケグサ播種地

　　　　Fε8加。ααr配ηdεπαcθα一Wiese（Tab　27）

　鹿島港付近は現在海浜の埋立が大規模に行なわれている。新しく造成された平面は，土性がき

わめて悪く，植物の定着は遅い。このような立地では飛砂の防止をかねて，外国産の牧草である

Agro5廊，　Fε5彦zκα，　P肋謝z属などの植物が播種されている。これらの生育状態は決して思わし

くはないが，供給された肥料によって一時的に20～30％の植被で生育する。土壌の安定度がこれ

によって増すと周辺部より植物が侵入しはじめる。調査された栗生浜ではギョウギシバ（この種

も人為的に導入されたものか？）の常在度が高く，他にマルバアカザ，ハマツメクサ，ウラジロ

アカザなどがごく低い三度で出現している。ウラジロアカザの生育は，土中にはまだ塩分が残存

していることを示している（宮脇・奥田・鈴木！975）。

　播種地内には高等植物に比較してギンゴケ，ヒョウタンゴケなどのコケ類の植被が高いのは，

この：立地（とくに土壌条件）が高等植物の生育にまだきびしい条件にあるものと考えられる。し
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Nr，　d，　Aufnahme：

Datum　d，　Aufnahme：

Exposition：

Neigung　（0）　：

Gr6Be　d．　Probefl註che（mxm）＝

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

Tab．26　テンキグサ播種地

　EZツη凄π5ηzoZZf5－Wiese

　　　　　調査番　号
　　　　　調査年月日

方位

傾斜

調査面積

草本層の高さ

草本層植被率

出現野臥

　1　　　2　　　3
’78　　　　’78　　　　　’78

　7　　　7　　　9

　5　　　5　　18

一　　　一　　NE

一　　　一　　　20

5×8　　5x5　　4×10

0．8　　0．5　　0．4

90　　90　　70

　3　　　5　　　8

GepHanzte　Art：　　　　　　　　　　　　　植栽種　　　　　　　　　　i

助。、＿。ZZ∫∫　　　　　　　テンキグサ　　i5．55．44．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　その他の種　　　　　　　…

　Cα4y∫詑g～α∫oZ4αηθZZα　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ　　　　　　　1。2　　2・3　　2・2

　0θ1zo疏θノrαZαo’加α孟α　　，　　　　　　　　　　　コマツヨイグサ　　　　　　・　　2・2　十・2

出現一回の種

　Au6erdem　le　einlnahn　Aufnahme　Nr．1：B7－072zz‘56α訪αア闇”α‘∫イヌムギ十，　in　2：1＞7ψ6プσ如

　《yZ加‘♂ノ完αvar．ん08／1∫g∫∫チガヤ1・2，　（煙8rz4∫7窃z〃z漉‘∫ハマスゲ1・2，　in　3：Zoッ∫ノ肛α〃zα61η一

　5’α61z5Fαオニシバ2・2，　Cα紹劣た。わ01ノ罎8’fコウボウムギ！・2，　5αZ50Zαん。〃～α7ro甑∫オカヒジキ

　　1・2，C1367～砂。読μ刀zαα‘〃z∫η磁〃πマルバアカザ十，αθ1z癬αZ～”oプαZ～∫・・マボウフウ÷．

調査地　Fundorte：L茨城県鹿島【liT明石　2．茨城県鹿島町下津　3．茨城県波崎田丁舎利浜

調査者
　Aufnahme　Nr．1，2von　AM，　S．O，，　MKI．，　T，O，　und　Klaし，3von　KF．　und　KT．

たがって，この埋立地の潜在的な植生維持能力はきわめて低く，良質な土壌の客土が必要である。

　20）　セイタカアワダチソウ群落

　　　　So髭dαρoαZだssf配α＿Gesellschaft（Tab．28）

　セイタカアワダチソウ群落は鹿島郡神栖町の利根川河辺において調査された。相観的にはやや

乾性のヨシ草原の中に，セイタカアワダチソウが混生している。このセイタカアワダチソウ群落

の優占種は，草本第一層のヨシ，草本第二層のセイタカアワダチソウである。

　群落内は明るく，！0％以下の被度で，ヨシ，チゴザサ（地上部は桔死），カサスゲ，イ，シロ

バナサクラタデなどの低層湿原に生育するヨシクラスの種がみられる。

　また，河辺の冠水草原の構成種である，オヘビイチゴ，クサイ，ギシギシなどの，オオバコク

ラスの種もみられる。さらに，富栄養畑地雑草のツユクサ，イヌタデ，カタバミなど，シロザク

ラスの種もみられる。

　セイタカアワダチソウ群落は，耕作放棄畑や水田，そして宅地造成地などの人為的管理が停止
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Tab．27オニウシノケグサ播種地（外来牧草播種地）

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6βe　d．　Probef1銭che（m×m）

H6he　d．　VegetatiOH（cm）：

Deckung　d．　Vegetat三〇n（％）＝

Artenzah1：

Fθ吻6ααア・πノz4加α68α一Wiese

　　　　調査番号　　　：12

：　　調査面積　　　i20×205×？

　　　　植生高　i，。一
　　　　全植被率　　　13020
　　　　出現種数　　　i7　9

3　　4　　5

5x7　 5×8 10×13

70　30　70
30　20　20

9　12　15

Gepflanzte　Arten：

　Agプ。厩5αあα

　Fθ∫砲0αθZα’∫or

　F85劾6αα・μ2z4カταoθα

　P霞zθμ規ργα診6η58

　望rケbZ癩那んyうブゼ磁η3

　LoZ～駕彫ηL認げZo耀ノπ

　LoZ如ノπρ8プθππ6

Sonstige　Arten：

　Cんθη（ψ04四脚αα〃3初α診z‘〃3

　5αgf7zα7πα灘加α

　Cんθ2～｛ψ04毎加gZ卿6％刀L

　qyη040πゴαC壱yZOη

　β・リノπノπαノ9θ加餌加

　Eプ∫96プ。π∫麗η3α孟ブθη5∫∫

　E擁9θ7剛。παηημμ5

　50η疏π50Zθプαご8麗∫

播種植物
　　コヌカグサ

　　メドーフェスキュ

　　オニウシノケグサ

　　オオアワガエリ

　　タチオランダゲンゲ

　　ネズミムギ

　　ホソムギ

マルバアカザ

ハマツメクサ

ウラジμアカザ

ギョウギシバ

ギンゴケ

オオアレチノギク

ヒメジョオソ

ノゲシ

4・4　2・3　　2・3　　十　　2・2

十　　3●3　　3。3　2・3　　1・2

。　十〇2　十・2　1。2　3・4

・　　3・3　　3・3　　・　　2●3

・　　・　　。　　十　1・1

・　　…　　　　　　　2・3

・　　…　　　　　　　1・2

　。　　十　　十　　十　　十

　・　　十　　　十　　　　　十

　・　　十　　十　　　　　・

十・2十・2　十・2　1・2　1・2

3。3　　2・3　　2・3　　・　　2。3

十　　・　　・　　÷　　。

十　　…　　　　　　　十

　…　　　　　　　　十　　十

一回出現種

　AuBerdem　je　eimnal　in　Aufnahme　Nr，1：3ψん。冗。∫彦68’fα011加8η5∫5ヒキヨモギ　十・2，　in　4＝

　08πo’11θrαZα伽zガ諺αコマツヨイ十，死5顔6α堤yμ1η5ナギナタガや十・2，　Eガg8roπ6απα4θπ5∫∫

　　ヒメムカシヨモギ十，Bプ。η耀5　sp，スズメノチャヒキ属の一種十，　in　5：7うガb伽那フ砂θノz∫シロ

　　ツメクサ十，Umbelllferae　sp．セリ科の一種十．

1－5：栗生浜（1978。7．5）

　Aufn．　von　AM．，　S．0．，　MK，，　T．0．　und　Kaむ

した直後の，不安定な状態において，一回忌に持続することがおおい。

　調査された植分においては，ヨシ草原が乾性草原に移行してゆく途上に，セイタカアワダチソ

ウが，侵入，繁茂したものである。このような河辺低地に生育するヨシ群落においては，地下茎

はセイタカアワダチソウのほうが，ヨシよりも浅い所を横走するため，しばしば，セイタカアワ

ダチソウにおおわれてしまう。

　さらに，セイタカアワダチソウは，地下部からDME（シス・デヒドロ・マトリカリア・エス

テル）を分泌して，他の植物の種子の発芽を妨害し，また生長を抑制するといわれている。DM

Eには，セイタカアワダチソウ自身の種子にたいしても毒作用があり，微量でその発芽を抑制す
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Nr．　d．　Aufnah恥e：

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．28　セイタカアワダチソウ群落

　30あどαgoα読∬カ7zα一Gesellschaft

H6he　U．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung　（　。）　＝

Gr6Be　d．　Probefl琶che（m×m）l

H6he　d．　Krautschicht－1（％）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）：

H6he　d，　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2　（％）　：

Artenzah1：

調査番号
調査年月日

海抜高度
方位

傾斜

調査面積

草本第一層の高さ

草本第一層植被率

草本第二層の高さ

草本第二層植被率

出現台数

1
　1
／78

　9
21

0．4

L

5×8

2．1

70

1。2

50

25

Trennart　d，　Gesellschaft：

　80蕊伽goα碗∬勿zα

Arten　d，　Phragmitetea：

　Pんプζzgη漉θ5απ5彦プαZ∫∫（60η〃ア耀加5）

　1∫αo肋8gZoう05σ

　cαプα読5ραzα如

　」珈6π5姫κ∫π5var．4θψ∫θη∫

　ぞbZ：ygOη躍πブ妙0加‘πノノz

Begleiter　＝

　3αz嬬勿孟88’プα

　Mθ診妙Zθ：τ∫∫ブ妙。ηf6α

　M∠5（uη孟ん㍑55加8π∫f∫

　島彦8π毎〃α．々z（ガπfαηα

　ゐ2κ％5オ8πμお

　Rz〃π8エブ＠o加‘π5

　COノπ〃昭〃ηα‘01π〃Zμπ∫5

　P∂らノgoππ〃診♂oπg’∫58彦山ノπ

　0∬α露5ω2フ諺α4α診α

∫7ノψθプ伽q吻～4プ加var．々・8π∫μ

　Ro3αηzμ髭解07一α

　Bガ48π5ブroη40∫α

　ゐ8ゆ848παc撚8αオα

　G砂。’πθ∫oノα

　ルん5zα4ガαη漉6プα

　A5オ6r　5π∂z‘zαオπ5

　Aπ11プαζτoπ1諺ψ∫4π∫

　Cα7・θ∫sp．

　Gramineae　sp．

調査地　Fu且dort：茨城県神栖町

調査者
　　Aufn．　von　LM．，　Kl．T．　und　Kat．

群落区分種

　セイタカアワダチソウ

ヨシクラスの種

　ヨシ
　チゴザサ

　カサスゲ

　イ

　　　　　　　　　にぐ　シロハナサクラタァ

その他の種

　イヌコリヤナギ

　ガガイモ

　ススキ

　オヘビイチゴ

　クサイ

　ギシギシ

　ツユクサ

　イヌタデ

　カタバミ

　チガヤ

　ノイバラ

　アメリカセンダングサ

　メドハギ

　ツルマメ

　ヒメジソ

　ホウキギク
　　　ウ　　　　　　　ぐ

　コブナグサ

　スゲ属の一種

　イネ科の一種

K2

K2

K2

K2

K2

K2

　　i

KIl

K2、

K・i

K・i

K2

K21

K・！

K、l
K、l

K，i

K2

K2
　　…K2

K2

K、i
K，1

・，i

K21
K、1

3・4

4・4

1・2

1・2

　十

十・2

1・1

1・2

　十

　十

　十

　十

十。2

　十

十・2

　÷

　十

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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る。したがって，この植物の種子は，地下茎のひろがった場所では発芽せず，遠くはなれた場所

でのみ発芽するという（長田・富士1977）。風が，タンポポの種子のように冠毛のついた種子を

とおくまで運ぶ。

　21）　ヒメムカショモギー三三アレチノギク群落

　　　　βrεgeroπcαπαdθπ8ε8－13rfσεroπ8π7παfrθπsεε一Gesellschaft（Tab．29）

　耕作を停止した放棄地では，一年生革本植物を主とする畑地雑草群落とは組成も相観も異った

雑草群落に遷移していく。一般に，放棄後1～3年の短期間には，ヒメムカシヨモギ，オオアレ

チノギク，ヒメジョオン，ハルジオンなどのキク科の乃ゼg6roηムカシヨモギ属が優占するのが

見られる。このような越年草本植物を主とする高茎の雑草群落は，ヒメムカシヨモギーオオアレ

チノギク群落としてまとめられる。

　鹿島周辺地域では，ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオン，スギナ，エノコログサが，カラスビシ

ャクーニシキソウ群集との区分種となっている。これらの植物は畑の周囲から侵入したものであ

る。また，メヒシバ，イヌタデ，コゴメガヤッリ，ハコベなど畑地雑草の多くの種群も残存，混

生している。

　この群落は，ツユクサ，ヤナギタデで区：分されるツユクサ下位群落と，オオアレチノギク，コ

マツヨイグサ，ヤマアワ，チチコグサモドキなどで区：分されるオオアレチノギク下位群落に区分

される。ツユクサ下位群落は放棄初年次，オオアレチノギク下位群落は2～3年半の状態を示し

ている。オオアレチノギク下位群落には，土壌，水分条件に応じて，多様な越年草，多年草が生

育している。

　22）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　Pi丑e1至ia　ternaもa－Eup数。罫b韮a　pse皿δochamaesyce－Ass．

　　　　Miyawaki　1969（Tab．29）

　畑は，畑作物，畑雑草，絶えまない人為的干渉との競合関係で維持されている立地である。こ

こに侵入する畑雑草は，耕起，施肥，除草など一連の集約的な耕作管理に適応した特異な生態的

特性をもっている。一般に畑雑草は好窒素性で短期間に生育する一年生植物であり，種子の生産

量がきわめて高く，脱粒性が強い。

　種子の分散能力も風や水を媒介として高い。また，栄養繁殖する種類には，地下茎や球茎が耕

起によって切断され，散布するものがある。

　畑には古くから同じような人為的影響を受け，比i咬的安定した群落がつくられている。主に本

州，四国に分布しているものは，カラスビシャク，ノボロギク，オニノゲシ，ニシキソウを標徴

種として，カラスビシャクーニシキソウ群集とされている。調査された資料にはニシキソウ以外

の標徴種を欠いているが，本群集の断片として理解される。

　本地区をはじめ，畑地に広く分布している種類，たとえば，メヒシバ，エノキグサ，シロザ，
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カタバミ，スベリヒユなどは，地表に接して生育する分岐形やほふく形，叢生形の生育形をもっ

ている。

　23）　イヌビユ：一オオクサキビ群落

　　　　Ec配πoc配。αc凱s＿gα配ε＿pαπεc班πdεcんofoη葛εfZor塀η＿Gesellschaft（Tab，30）

　文化景観域の中で，もっとも不安定な立地に生ずる植物群落として，主として1年生草本植物

による，まばらな生育をしめす雑草群落がある。工場建設や宅地造成のために，画一的に門地化

された場合にも生じ，局所的には耕作地のわき，学校や人家周辺部などにも見られる。

　　　　Tab．30　イヌビエーオオクサキビ群落

Eo1Lf7z・61ぬα‘プ螂一9α薦一％ノ2蜘〃34緬。孟01／3解・7wπ一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probef1首che（m×m）：

H6he　d．　Vege亡ation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahユ：

調査番号
調査禰積
植　生　　高

全鍼被率
出現回数

　1　　　2　　　3

5x5　　5×5　　2×4

40　　30　　40

・70　　90　　80

10　　！4　　21

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　D∫9露αがα窃oZα∫oω35

　56孟α舜αgzαzκα

　E脚力206／zZoπご耀辞即ZZど

　Eご1珈061zZ・αC7・z‘5－9αZ〃var．　cαz‘4αオα

　エ）∫g露αr磁α♂∫c6ノ～4e／z5

Begleiter　＝

　1乃ガbZ認〃zプ砂θπ∫

　勘彦｛3πあ♂zα々♂6どノτガα’zα

　■bZ：ygO／z己〃πη0ゐ∫z〃μ

　50Z∫4α90α躍∬カノzα

　ん吻〃3競α【ψぬ。8α

群落区分種
　　アキメヒシバ

　　キンエノコロ

　　イヌどエ

　　ケイヌビェ

　　メヒシバ

随　　捗　種

　　・ンロツメクサ

　オヘビイチゴ

　オオイヌタデ

　セイタカアワダチソウ

　　カワラニンジン

2・3

1・2

十

十

〇

十

●

十

・

㊤

2・3

1・2

十・2

　0

2・2

3・4

1・2

0

十

十

3・3

1・2

，

2・2

3・3

2・2

1・2

十

十・2

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
出現一回の種

　AuBerdem　je　einmahn　Aufn．　Nr．1：姦πぬ〃π読‘ん諺。〃z魂。’用～〃μ　オオクサビ　4・4，　Zの，∫fα

　忽・・η磁シバ＋・2，翫諭・・硯・・疏αオヒシ・ミ＋，窺α・勲9・傭α孟加オオバコ（＋），in

　2：」即zア「α8那∫館∫αμ5彦ノuZ∫∫ヨシ　ユ・2，　Er∫g61弓。παノzπz‘π∫ヒメジョオン　十・2，　Eπgβノ‘oη‘αノzα．

　♂8π∫おヒメムカシヨモギ　十，Aπ8厩∫～αノ観♂ε∫ヒ黙止モギ　十，　E9厩5欽〃πα川6π58スギナ

　　十，　Cα：y7層α’∫αブ＠oηfcαヤブガラシ　十，　in　3：38’αノー∫α．乖め8’9’　アキノエノコロ　2・2，＆6ZZαがα

　αgz磁記αウシハコベ1・2，　Aoα如ρ1zααz‘∫猷αZ奮エノキグサ！・2，．Rz〃，雄むの加∫鈎Z加ノηエゾ

　　ノギシギシ1・1，E・・～9αりπρ1z磁4ψ1z蜘∫ハルジオン＋・2，ん・孟8〃諭α♪伽αψ∫ヨモギ

　十，Eがgωりπ∫～侃αか82z∫f∫オオアレチノギク　十，　Rz‘η～薦ゴψoπfCκ∫ギシギシ　1・1，　Eo妙如

　メηマ）∫孟鶏忽　タカサブロウ　1・2，・41’彦ん層α；τoη1L碑）ノ4z’∫コブナグサ　十，　B1♂8／z5ノ）’o刀60∫αアメリ

　　カセンダソグサ　十，％砂go／zπ1ηブζ4＞o加oz〃μシロバナサクラタデ　十．

調査地二Fu浦orte；1。鹿島郡ネ［辞栖町（’78．9．21）　2，3：東本寸結佐（’78．9．27）

調　査　者：Aufnahme　Nr．1von．　LM．，　KT．　u．　KaL，　2，3von．　S．O，，　M．K．　u、　TD．
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　群落の種構成はP侃勧御，Dfg伽磁，5伽磁，　Eo痂フzo翻。α属などの中で，主として好暖地1生

のイネ科植物が見られる。調査地内ではアキメヒシバ，キンエノコロ，メヒシバ，イヌビエ，オ

オクサキビなどがあげられる。このような種組成をもつ一年生草本植物群落はイヌビエーオオク

サキビ群落と呼ばれている（宮脇・奥田・鈴木1975）。

　土壌は人為的な撹乱を強く受けているため屡構造は見られない。強い降雨などでは水が停滞し，

排水不良になる場合が多い。さらに盛夏には表層の土壌粒子は植被による支えが弱く，乾燥して

容易に，飛散される。

　鹿島地区においては，様々な工事がくり返し行なわれており，裸地化された場所もきわめて多

い。また一部にシロツメクサが播種されている場所（東村結佐）があるが，種組成上，イヌビエ

ーオオクサキビの群落に含められる。

　24）　水田耕作放棄地雑草群落（コブナグサ群落他）

　　　　ゑr漉rακoπんεs］P認配8－GeseUschaft（Tab．31）

　水田において定期的な管理によって持続していた水田雑草群落は，耕作の停止とともに種組成

的にも構造的にも大きな変化が起ってくる。放棄直後の初期には主どして1年生草本植物による

密生した群落であるが，数年若にはヨシなどの多年生草本植物が侵入し，比較的短期間にヨシ草

　　　　　　　　　Tab．31　コブナグサ群落（水田耕作放棄地群落）

　　　　　　　　　　　　　Aザ疏1肱τoη1L∫宴》ゼ4z‘s－Gesellschaft

N・d・A・f・・hm・・　　　　調査番号　　i・2345

謙蹴熱熱　 灘璽　1‘亮56薦6跳蹴
Deck・ng　d・V・g・…i・・（％）・　　全山被率　　i8・8・9・9・9・
Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数　　　914221321
Trennarten　d．　Initia1－Phase二

　Eo1伽。ご1zZoα6プ～‘3－9認∫var．6αz‘伽α

　q沙8剛54伽7粉∫5

　Eo⑳確μ05〃α如

　エ万9παガαα45681z467z5

　c8η妙ε4αη励力♪3α

　Lz‘4癬9如吻η∫’1毎α

Trennarten　d．　SchluBphase＝

　盈7闇α9〃z漉5αz45々冨∫∫（讐60〃〃πZ〃Z～∫）

　Aπ1LπZ∬o〃11砂∫4z‘∫

　B！46／z∫”’02z40∫α

　q塑θ7噌μ∫カ04y伽c1陀yo　5

　E2ゼ9θノ℃ノz　5z‘〃3α’プ6π∫∫5

Begleiter：

　30Zゴ磁90α屠∬’η3α

　ハ4b∫♂α4fα1z‘1z62・α

　E7弓∫9θプαz　6α7zα4θπ3ガ5

初期相の種群

　　ケイヌビェ

　　タマガヤツリ

　　タカサブロウ

　　メヒシハ

　　トキソソウ

　　チョウジタデ

末期相の種群

　　ヨ　　シ

　　コブナグサ

　　アメリカセンダングサ

　　イガガヤツリ

　　オオアレチノギク

随伴種
　　セイタカアワダチソウ

　　ヒメジソ

　　ヒメムカシヨモギ

5●5　十・2　3・4　　。　　→一

十　十・2　1。2　・　　・

十・2　　1・1　2・3　　●　　　。

十　4・4　　…

十　十・2　　…

　・　1・1　十　　・　　・

1。2　5●5　4・3

1・2　1・2　十

十　2・2　1・2

十・2　・　÷・2

十　　・　十

十　　。　　十

・　　・　　十

・　　十　　　・

・　十

十　　・

・　十
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出現一月の種

　AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：（包ρ¢プκ∫gZω｝溜・α認∫ヌ・マガヤツリ　十，　Clz飢（功。漉π那

　α〃zみ7『05鋭♂85ケアリタソウ＋，％砂go脳〃37zo40∫麗〃3オオイヌタデ＋・2．　in　2：1％砂go7zκ〃z

　1≧：y♂1砂ψθ2『ヤナギタデ幸，％漉‘ZαoαoZθノ’α08αスベリヒユ＋，　Rz‘〃z薦ブψo加α‘∫ギシギシ

　　＋・2，Eプ∫96ア侃α日当5ヒメジ。オン÷，％ら19・πz〃πツ・々％∫α伽z〃πハナタデ＋・2，3αzご1・榔

　oZβノ’αoα‘5ハルノノゲシ十，瓦yZJカ3g瀦gプαo沼カノzαヒメクグ十．　in　3：Mb／zo漉。万αηαg∫7zαZ∠5　var．

　μαπ忽9加θαコナギ十，＆妙螂彦ガg配’61’サンカクイ2・3，　Cα1認α1厩π8ガ8測05αタネツケバナ

　　1・2，〆485改y／zoηz8π6加6ガ6αクサネム3・4，乃ψ1zααノzgμ∫彦α砒ヒメガマ÷・2，ノ1∫’87・5％ろ認α砒∫

　　ホウキギク1。2，0ア＝y脚∫α励αイネ1・2，Eolz初oo1LJoαorz‘∫一gα疏var．ρノ『磁coZαイヌビエ1・2，

　　Vαノz48躍ααノzα9αZZ’5　va「・肥1カθ”α4b々αスズメノトウガラシ十2，諏7zα‘∫励必5z∠5　var．480ψ詑π5

　　イ十，Bガ♂8／z5〃ψα7鹿雄タウコギ十．　in　4：ゐ68r∫～α∫の1α7鷹々αサヤヌカグサ！。2，08πα漉1z6

　ノα麗2漉αセリ3・3，Egぬ∫顔〃μα1刀82z∫8スギナ1・2，。R）4ygoππノπオ1LZ〃zうθ71g”ミゾソバ　1・2，

　Lo癖08プαノ妙。π∫6αスイカズラ　十，出47ηo硬yZ8〃溜寵”ノ雄ノチドメ　十・2，　C7『α∬oo砂加Zπ〃z

　c／8砂∫読。∫48∫ベニバナボrロギク十，Mめη3彦¢多μη3刀∫7痂πθ％〃z　var．ρo砂∫彦αグ妙μノπアシボソ1・2，

　　Cα紹即疏μπろθ鷹揮アゼスゲ十．　in　51Aπ認6〃昏々厩∫σんイボクサ十，ハ％3如ρκπo三八如イヌコ

　　ウジュ4・3，勿漉耀〃zαノzαψ5ミソハギ十，⑳8耀∫π～勿。加α‘∫アオガヤツリ1・2，乃z短餌7π

　飯5認6α砺刀zヌカキビ2・3，（bψ6耀5カゴαコゴメガヤツリ十・2，3砿α擁αメ治8彦アキノエノコロ

　　十・2，C認αη昭g1℃画∫確）∫gε∠o∫ヤマァワ÷・2，　Cωπ〃Lε酌～αcoηL17耀短∫ツユクサ十，　E？’εc1≧f雄召∫

　　1z’81ZZCr三々αダンドボロギク1・2，翫4yo’∫54励’5αフタバムグラ十，　Gη砂加Zゼz‘〃zαがπ8ハノ・

　　コグサ十，∫b砂g侃z‘1π伽z9ゴ∫θ’～侃イヌタデ1・2．

調査地Fundort：
　　1～2：佐原市磯1」」（調査年月日1978．9．21）．　3：鹿島郡神楢町（9．21）　4：潮来町江寺（9．19）．

　　　5：鹿島郡神栖時神之池（921）．

調　査　者：Aufnahme　Nr．1～2，4von．　MK。，　A．Y．　u．　MN，3von↓．M，，　K∫r．，　u．1くat．，5von

　　K．F．　u．　T．O．

原に進行することもまれではない。

　Tab．31には水田耕作座上ヒ直後の資料（調査番号1～2）および，すでに外見上ヨシ草原とな

った資料（同4～5）が同一表で比較されている。資料3は両者の時間的系列における移行型を

那している。

　放棄直後の群落では地下水位の差によって種組成にわずかな差が見られるが，ケイヌビエ，タ

カサブロウ，タマガヤツリなどによって区分される。植生高は40～70cm，植被率は80％に達し

ている。

　耕作停止後7～8年を経過した水田ではすでにヨシが植生高2～2．5mにまでに達し，ヨシ草

原の相観を示している。しかし，群落内には，コブナグサ，アメリカセンダングサ，ミゾソバ，

イガガヤツリ，ヌカキビなどの放棄地特有の草本植物が数多く生育していることにより，自然生

のヨシ群落と明瞭に区別が可能である。

　このヨシの優占する遷移相は，その後，サンカクイ，ヒメガマ，セリ，アゼスゲなどのヨシ湿

原の種がしだいに侵入し，水位や土壌条件に応じた様々な植生に遷移していくものと考えられる。

乾生立地ではしばしばセイタカアワダチソウの侵入を受けることがある。
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　25）　ウリカワーコナギ群集

　　　　Sagi批ado－Monockorietum瓢圭yawaki　1960（Tab．32）

　水田雑草群落は，わが国において古くから行なわれている稲作経営に適応した雑草によって構

成されている。耕起，湛水，施肥，中耕，除草，排水など，毎年一定の管理がくり返し継続され

ると，雑草群落は一定の種組成と構造をもつようになる（Phot。10）。

　水田雑華には，一般に1年生の小形植物が多く，イネの株聞に共存する。また，イネと極めて

よく似た生活形をもつイヌビエなどがいくつかの変種に分化している。

　調査資料は，水田耕作が停止されて1年目の状態のものである。すでにイネは刈取られている

が，ウリカワーコナギ群集やイネクラスの標懇懇であるコナギ，ウリカワ，ヤナギスブタ，タマ

ガヤツジ，マツバイなどが生育している。ミズオオバコは関東地方の沖積地では排水不良な泥質

の水田に多く出現する。このような群落はミズオオバコ亜群集として扱われている（奥田1978）。

嚢幾難、

灘

Phot，10　鹿島周辺に広がる沖積低地は水田として利用され稲作地帯がつくられている

Reis（0ガ駈∫α‘加αL．）一Feider　auf　den　alluvialen　Flachen　in　Kashima。　Auf　dem　H廿gel

bedeckts玉chheutesekundareWalderlnit　Quercetum　acutissimo－seτratae
und　Forsten　mit　1）ノπ己‘∫’1zz‘ノzわ8’9～∫，　C7つソ）’o〃～6ノゴαブ昭）oノ置～6αu．　a．

　鹿島地区および千葉県上総台地に狭まれた沖積低地は，広大な水田地帯となり，ウリカワーコ

ナギ群集の立地となっている。しかし，最近は除草剤の開発や耕作の機械化が進み，全工程にわ

たって管理方法がかえられている。従って水田雑草も種組成が貧化しており，人為的な影響が水

田立地へ強く働きすぎることの指標ともなっている。



75

　　　　　　　　　　　　　Tab．32　ウリカワーコナギ群集

　　　　　　　　　　　　Saglttario－Monochorietum

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　Pfobeflache（ln×m）：　　　　　調査面積
Hdhe　d．　Vegetation（cm）：　　　　　　　　　　　　　植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　全乳被率

Artenzah1：　　　　　　　　　　出現種数

！

3×10
80

90

20

Kennarten　d．　Ass．：

　M∂ノzO伽7・∫αηα9∫ηαZ∫∫var，μα晦ψ～8α

　εα9旗α7毎2：yg1πα8α

Trennart　d，　Subass．：

　0彦’εZ読αZ∫51丁目堀6∫

Klennarten　d．　Oryzetea　sativae　：

　B砂∬αノ妙。π磁

　qy少θπ‘∫4のbプ痂∫

　Ec1珈。‘1z♂oαor’‘∫囎詔∫var．6ατ‘磁‘α

　E♂6001Lα7ぜ5：yoん03Cθノ～5ガ5

Begleiter　：

　砒7伽磁万αsp．

　＆ピψz‘∫110如’μゼ

　Lπ♂癬9ゴαρプ05彦溜α

　Aπ6∫zθ1παん8∫∫αん

　L翻π（～ρ1しぬ∫8∬∫ZゲZoプα

　Ro融Zαカz漉ごα

　5㎡撹πfαノzα彦αノz∫

　乙ゴ7z4θプ厩αμoα〃zゐ8／z∫

　3礁∫oZ吻5カz砒αvar．・7ツ甑0〃〃π

　乙68’層∫∫αブ砂07zガ。α

　Pb砂go／zz6〃L〃L捌∂8／19だ

　E¢κぎ56妙ノみαノ”θπ∫e

　Lβノノ切oρα3κ怠05’α’α

調　査　地：Fundort：香取郡干潟町（1978。9．19）

調　i査　者＝Aufnahme　von　LM．，　T．O．　u．1くat．

群集標微種
　　コナギ

　　ウリカワ

亜群集区分種

　　ミズオオバコ

イネクラスの種

　　ヤナギスブタ

　　タ’マガヤツリ

　　ケイヌビェ　．、

　　マツバイ

随｛半種
　　タヌキモの一種

　　ホタルイ

　　チョウジタデ

　　イボクサ

　　キクモ

　　キカシグサ

　　サンショウモ

　　アゼナ

　　ヌメリグサ

　　アシカキ

　　ミゾソバ

　　スギナ

　　アオウキクサ

5・5

1・2

2・3

2・3

十

2・3

3・4

2。3

1・2

十・2

1・2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　÷

十・2

　十

　26）　ミズアオイ群落（ハス母の雑草群落）

　　　　伽πoc180rεαたorsαん。ωεε一Gesel茎schaft（Tab．33）

　ハスは印度からオーストラリアにかけて原産する多年生草本植物であり，わが国には古くから

導入され，主として観賞用に栽培されている。根茎はいわゆる蓮根とよばれ，食用のために各地

で栽培されている。

　ハス田は，水田とは異なった独特な立地をもつ。すなわち，常に湛水された泥湿地で，多量の

施肥が行なおれ，冬季には根茎の収獲のため深義まで麗乱される。

　霞ケ浦畔の桜川村におけるハス田には目立った大形の紫花をつけるミズアオイや，同属のコナ
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ギなどがハスの茎葉の下に群落を形成している。共存種は少なくヨシ，オモダカ，サヤヌカグサ

などのヨシクラスの種が低い被度で生育している。

　ミズアオイの出現度は必ずしも高くはなく，しかもハス田に必ず結びつくとは限らない。水田

のイネクラスのように，種組成が安定しているかどうかはまだ不明である。

　　　　　　　　　　　　　　Tab．33　ミズアオイ群落

　　　　　　　　　　　　ル勧zo6ん。プ∫αゐ07槻ん。τσぎレGesellschaft

NL　d・Aufnah鷺1e：　　　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　ProbeHache（m　x　m）　　　　　　　　　　　調　査　面　積

Wassertief（cm）；　　　　　　　　　　　　　　水　　　　深
H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　　　　　　　　　　　植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）；　　　　　　　　　　　　全　植　被　率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

　1　　2

5×5　5x5

　3　　3

！75　170

　80　70

　7　　9

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　ルあπOCILOプ～αん0，・∫αゐ0τ配∫

　MbηOClz・廊mgかz読∫vaLμα7zオαψz8α

Gepflanz亡e　Art；

　N8Z～〃7め。π祝‘ゲ診アα

Arten　d．　Phragmitetea：

　Pんプα9ノ纏θ5α麗伽αz∫5

　5αg漉α廊彦プ蜘z忽var．α・～gz4∫彦⑳zノα

　L88r漁∫の・αη派α

Begleiter　：

　E‘励～06乃♂oαoノマ45君αZ〃

　EZω011αズ∫∫ツ0為0∫0θπ5f∫

　＆ゴψz‘∫‘7匂～娚81・

調査地　Fundort；1～3：
調　査　者　　Aufn．　VQn　S．O．，　M．K　u，　T．O．

桜，Uホ寸ネ申落　（！978．9．27）

群落区分種
　　ミズアオイ

　　コナギ

栽　　培　　種

　　ハ　　ス

ヨシクラスの種

　　ヨ　　シ

　オモダカ
　サヤヌカグサ
随　　伴　　種

　　ケイヌビェ

　マツバイ

　サンカクイ

十・2　3・3

1・2　1・2

4・4　4。4

十・2　十

1・2　1・1

十　　十

十　　2・3

・　1・2

・　÷・2

　8．植　　生　　図

　現地調査による植生調査資料を組成表作業により比較・決定された植物群落の具体的な配分図

が植生図（vegetation　map；Vegetationskarte）である。現存している植物群落を基礎として作

製された現存植生図は，植生を指標とした生命集団の側からの生物的な環境指標図となる。すな

わち文化景観域では，総合的な環境指標図の役割も果す。

　鹿島地区23km圏内の現存植生図（縮尺エ：50000），鹿島地区1km圏内（縮尺1：5000）お

よび鹿島共同発電所（縮尺1：1000）は，何れも大，中縮尺による鹿島共同発電所構内および

周辺域の現在の精度の高い生態学的な面的診断図と言える。

　現存植生図によって，現在までの我が国最大の，しかも首都圏内に撹置している大規模工業開
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発地域の生物的自然環境の現状を示している。

　とくに23km圏内の中縮尺による現存植生図によって，埋立，掘割港湾を中心とした鹿島工業

地区は，まさに檀物砂漠化が進んでいることを明かに示している。しかも，その影響が周辺部に

むかって同心円状に拡大している。

　反面，周辺部には丘陵部と沖積低地，湖面が接した斜面部，尾根部には，細い帯状や班口状に

自然の高い残存自然植生とくにイノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集などの断片が残さ

れている。

　潜在自然植生は，卜すべての人為的干渉を一切停止したときに，現時点でその立地が：支え得る

終局的自然植生をいう（R．T甑eR　1956他）。現地調査によって，残存自然植生，残存木，土壌

断面，代償植生との比較，また海岸埋立地などでは，対応立地上の自然植生との比較・考察など

によって決定された潜在自然植生の具体的な地図上での配分図を潜在自然植生図という。

　人為的干渉の全く加わっていない，あるいは，加わる直前の現存植生あるいは，現存植物はそ

の土地の潜在自然植生図と一致する。しかし，鹿島地区のように急速に大規模な様々な人為干渉

が植生に加えられ，現存植生のほとんどすべてが，代償植生におきかえられているところでは，

現存植生は代償植生であり，現存植生図は，そのまま代償植生図となっている。

　したがって，発電所，工場，港湾，河川，道路，住宅地などの中やまわりに植生を利用して，

環境保全林，環境保：全緑地の形成など積極的な環境創造を実施しようとする場合には，現存植生

の把握と現存植生図だけでは不十分である。現在の潜在自然植生を現地踏査によって，各種資料

を総合的に考察・決定することが基本となる。同時に面的な具体的決定に際しては，現在の潜在

自然植生図が，緑の環境創造の処方図の役割を果す。

　鹿島共同発電所構内やその周辺産業立地をはじめ，最近急速に産業コンビナート化が進み，も

っとも緑の環境創造の必要な海岸埋立地などでは，純理論的に見て現時点での潜在自然植生はま

だ土壌の発達が進んでいないので単層群落の草本植生にすぎないところも少くない。

　したがって，より確実に，より早く，その立地本来の常緑広葉樹官等の多層群落を環境保全林

として発展させるためには，欠けている表土（Mutterboden）を開発地，砂や岩石を採る原石山

など確保が可能なところがら事前採取，復元，客土が前提となる。あるいは，山土などに有機物

や有機肥料を十分に混じて形成することが必要である。

　この様な立地の潜在自然植生図化は，対応立地の表土が形成されている場合の残存，発達して

いる自然植生などと比較・検討の上で，表土が形成あるいは復元，客土された場合の潜在自然植

生図化の凡例によっても描かれている。

　埋立立地などの既存の陸上自然植生の存在していなかったところでの潜在自然植生図化は，し

たがって，ある条件下，もしくは一定の条件を加味した場合の潜在自然植生が決められることも

少くない。
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1．　現存植生図

　1）　鹿島周辺の現存植生図（Karte至　縮尺1：50000）

　鹿島地区の周辺を欝欝に半径23kmの範囲で現存植生図が描かれた。　縮尺1：50000の地形図

上に，自然植生単位5，代償植生単位19，その飽5の凡例で描かれている。

　1．　自然植生

　鹿島地区の自然植生は，鹿島南部に流れる常陸利根川を中心とする河川，沼，池，海辺などの

水際及び，台地肩部や丘陵部，沖積地の古い屋敷林などに，限られた面積で残されている。森林

植生は緑系統，草原植生や海岸砂丘植生は肌色系統，湿生草原は青色系統で示されている。

　（1）　ヤブコウジースダジイ群集

　ヤブコウジースダジィ群集は常陸台地肩部や，下総台地肩部にきわめて狭い面積で示されてい

る。沖積地では神栖1町，鹿島町に神社林，屋敷林の形で残されている（Phot．11，12）。面積が狭

いものについてぱ隣接するクロマツ，アカマツ植林やクヌギーコナラ群集に含まれていることが

多い。

雛縫懸鯛

鑑慧箋轟醸灘撫、

夢
蒸蕪

潔1

　　　Phot，11平地に残されているヤブコウジースダジイ群集
　　　　　　　　　（茨城県神栖町息栖神社）

Ardisio－Castanopsietum　siebo王dil，　dasalsTempelwalderhaltetlst．
（lkisu－Shintoschrein）
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　　　　Phot．12　息栖神社の由緒書

Tafel　der　Herkunftschrift　des　Ikisu－Shintoschreins．

　　　　（Kamisu　in　der　Prafektur　Ibaraki）

　（2）　イノデータブ群集

　常陸利根川の沖積地，海岸後背沖積地などに屋敷林や，神社林の形で残されている。波崎町の

神社林，鹿島町明石の屋敷林は比較的規模が大きい。台地，丘陵地の斜面下部にも一部残されて

いるが斜面の面積が地形図上ではきわめて限られているため植生図に表現されていない。

　（3）ハマボウフウクラス

　鹿島灘沿岸の砂丘地帯が残されている地域にハマグルマーコウボウムギ群集，ハイネズ群落，

櫓門シバ群落などが生育している。飛砂が強いところにハマグルマーコウボウムギ群集が，砂の

動きがゆるやかになった立地ではケカモノハシが小丘をつくり生育している。さらに安定した砂

丘に生育するハマゴウ群落は鹿島港以南の知手浜砂丘に生育している。砂丘植生はそれぞれの群

落は面積が狭いためハマボウフウクラスとしてまとめられている。

　（4）　ヨシクラス（カサスゲ群集，ウキヤガラーマコモ群集，ヨシ群落）

　常陸利根川流域，北浦，霞ケ浦その他の小河川沿いに，草丈1．5～2mに達するヨシ群落，カ

サスゲ群集，ウキヤガラーマコモ群集，ガマ群落などが岸沿いに生育している。

　沖積低地につくられた水田用ため池中で，常に水位が高い：立地にも同様な群落がみられる

　（Phot．！3）。

　（5）ガガブターヒシ群集

　北浦，霞ケ浦，神之池などの，池や沼の水の動きの少ない，水深1m以下の湛水池にはガガブ

ターヒシ群集やアサザ群落などのヒルムシロクラスの植物群落が生育している。北浦，霞ケ浦は

現在富養化しており，コウガイモ，ササバモ，ホザキノフサモなどの沈水植物群落が多くみられ

る。
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繋

為楚墾
麟義・

翼．

籔。、

Phot。13鹿島の景観。沖積低地は水田耕作利朋による水田雑草群落の生育がみら

　　　　　れる。小河川沿いにヨシ群落が，斜面上部はアカマツ植林，家の後の斜

　　　　　面は屋敷林としてヤブコウジースダジイ群集が急傾斜地に残されている。

Das　typische　landwirtschaftliche　Bild　im　Bezirk　Kash玉ma．　Im　Vordergrund　wachst

P～κプα万αZoδα’α一und　Plz2rαg〃漉ε5ご。〃zη乃πηf5－Gesellschaft．　Zwischen〔len　Reisfelder　in　der

aliuviallen　Ebene　und　HUgelzug　m玉t　Pρ耀548／z∫魂orα一Forst　entwickelt　sich　g廿rtelartig

Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　alsHofwaideraltenBauernhauser。

　2．代償植生
　鹿島地区の植生は，その大部分が人為的影響によりおきかえられた代償植生である。

　二次林や植林は緑に近い色で，乾生，湿生の性質により赤系統，青系統の緑を使いわけられて

いる。草原は黄～オレンジ系で乾生草原を，懇懇で湿生草原が示されている。

　鹿島地区では常総台地上の平坦地に広くカラスビシャクーニシキソウ群集で示される畑耕作地

が広がり，河辺水辺の沖積低地にはウリカワーコナギ群集でまとめられる水田耕作地により広い

面積をおおわれている。台地斜面は地形図上ではきわめて狭い面積にすぎないが，アカマツ，ク

ロマツ植林，スギ植林，モウソウチク林，ススキ群落などがみられる。植生図に示され得る範囲

内で図化されている。

　（6）　クヌギーコナラ群集

　クヌギーコナラ群集は鹿島地区ではきわめて少ない。鹿島北部，西部の台地の斜面にわずかに

点在しているにすぎない。
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　⑦　アカマツ・クロマツ植林

　常総台地の斜面の大部分の植林はアカマツ，ク“マッ植林で占められる。台地斜面上部や肩部

にみられる。海岸沿いの砂丘地にはヨシズがはられ，間にクロマツの苗が植栽されている。ま

た，鹿島南部の波崎町では，水田や畑はほり上げられたあとにつくられ，ほり上げられた土砂は

周辺に堆積し，クロマツが植栽されている。たんざく状に植えられている，これらのマツ植林は

全て一つのレケンテにまとめられている。

　（8）　スキ，ヒノキ植林

　台地斜葡は地形図上ではきわて狭い面積で示されるが，鹿島北部や西部，あるいは北西部の台

地斜面にはスギ植林地が広い面積でみられる。艶状地や谷状地にスキ植林が行なわれており，と

きに並木としても植栽されている（Phot　15）。ヒノキは一般にスキよりも乾燥しやすい斜面上部

や，境界部に植栽されやすいが，鹿島地区では明確に面積を区分けすることができない。したが

って，一つの凡例で示されている。

　⑨　ニセアカシア植林

　鹿島地区ではニセアカシア植林は比較的少ない。神栖町の会社の寮に林床にクマササが植栽さ

れているところ，住友金属工業株式会社内の土堤に植栽されているところ，鹿島工業団地内に残

されたニセアカンア林などである。ニセアカシア林の林床は，窒素固定が行なわれるため過窒紮

　　　　Phot　14海岸砂丘を造成し，植栽されたクロマツ植林地

　　　　　　　　　　　　（茨城県波崎町）。

P〃1z‘5伽アめ8／g‘’一Aufforstung　auf　Du捻eレKusten　Gegen　Meereswlnd　wurde　karrエerte

Hecken　aus　zerschmtteten　Bambus　geblldet．（Hazak1－Cho　m　der　Prafektur王barak1）
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Phot．！5神栖町息栖神社参道。生長したスギ並木が続いている。

AufgangsstraBe　zum　Shintoschrein　Ikisu．　Auf　den　beiden　Seite且stehen

Cプ膨。〃z6’毎ブψo刀∫‘αAlleen，

になりがちで，畑地雑草や路傍雑草が侵入している。荒れた相観で二層群落を形成しやすい。

　（1◎　モウソウチク，マダケ林

　台地・丘陵地斜面下部や沖積地にモウソウチクやマダケを植栽することが多い。一般に集落の

周辺に竹林が植栽されている。土壌は適湿地で，下草刈りなどの人為的影響が加わっているた

め，2～3層群落になることが多い。面積が狭いため，小さな点状に示され，植生図には省略さ

れている場合もある。

　⑳　クズ群落

　鹿島北西部の千葉県香取郡の台地斜面にはスギ植林地が北菓部に比較し広い。スギ植林や，ス

スキ草地の上にクズがおおい，マント群落の露分が狭い面積で多く点在している。ここでは低木

のマント群落も含めてクズ群落で示されているが，急激な人為的影響の加わり方が読みとれる。

　⑫　アズマネザサーススキ群集

　台地上や，沖積地の集落間の空地あるいは畑放棄地には，4～5年放棄されたためにススキ草

原に発達した植分がみられる。秋季に白い穂をなびかせ空地をおおう。アズマネザサは鹿島地区

では比較的少ない。時にオギを伴うことがあるが，面積が狭いのでアズマネザサーススキ群集と

してまとめられている。

　傭　チガヤ群落
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　河川の堤防上や，ため池周辺の土堤上にチガヤ群落がみとめられた。鹿島地区南部に多い。春

季白い穂を風になびかせている。

　㈲　ヤマアワ群落

　神之池の埋めたて地跡にヤマアワ・チガヤが混生しているヤマアワ群落が広い面積でみられ

る。埋めたて地の土壌安定地や，工業団地の造成あとなどに多く生育している。

　㈲　 シバ群落

　鹿島北西部にゴルフ場がつくられている。一面にシバがはられたこの地域はシバ群落として示

された。

　鱒　シロツメクサ一献モガや群落

　常陸利根川ぞいの沖積地に牧草播種地がみられる。やや湿性地で，時に利根川の増水により河

水下にかくれることもある。帯状に細くみられる。

　㈲　セイタカアワダチソウーヨモギ群落

　鹿島地区では多摩川流域や房総半島に見られるような大規模なセイタカアワダチソゥーヨモギ

群落はみられない。わずかに鹿島港や鹿島工業地帯周辺に小面積でみられるb植生図には多くは

示されない。

　㈲　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　畑耕作放棄後1～2年目に越年生雑草のムカシヨモギ属E擁g郡。ηが一斉に生育し空地を埋め

るが，翌年ススキ群落構成種が入りこみ群落が変化する。このような放棄畑地雑草群落は，鹿島

地区では比較的少なく，台地上の畑地地域，あるいは沖積地の畑地域にわずかにみられるにすぎ

ない。

　㈲　カラスビシャクーニシキソウ群集

　常総台地上，あるいは沖積地に畑耕作地が広がっている。このような畑地では施肥・耕作が行

なわれるためシロザクラスの雑草が多く生育する。夏季一秋季の畑地雑草群落を代表するカラス

ビシャクーニシキソウ群集に凡例がまとめられ図化された。

　㈲　アオテンツキ群集

　鹿島南東部には水沼耕作用の溜池がきわめて多い。溜池の渇水期に！0～15cmの小形のイネ科

植物，カヤツリグサ科植物が生育する立地が数ケ所みられた。鹿島及び周辺域の現存植生図では

！978年夏の時点で示された。増水時に水中に沈む特異な群落である。

　⑳　イヌビエーオオクサキビ群落

　鹿島工業地帯の先端，鹿島灘埋め立て地には降水時には時に水がたまり，晴天時に乾燥するよ

うな立地が多い。このようなところにイヌビエーオオクサキビ群落など，一年生雑草群落が生育

する。安定した立地にはヤマアワやチガヤが生育する。埋めたて地に生育する雑草群落は局地的

な立地の相違に応じ生育が異なる。多くの植物が生育すしている（p．72）。それぞれの野分は大

きな面積を占めることがなくモザイク状に生育する。したがって埋めたて地の雑草群落はイヌビ
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エーオオクサキビ群落の名で一凡例にまとめられ図化された。

　助　コブナグサ群落

　水田耕作地の耕作放棄後1－2年目の立地にコブナグサ，アシボソ，ミゾソバなど低茎草本植

物群落が生育する。鹿島地区では比較的耕作がよく行なわれ，最近の耕作放棄地はみられない。

したがって，少ない群落である。

　鱒　ウリカワーコナギ群集

　鹿島一帯は北浦・霞ケ浦を中心に広い面積で沖積低地が広がっている。沖積低地は水田耕作が

行なわれ植生図では水田雑草群落のウリカワーコナギ群集で示されている。

　助　ミズアオイ群落

　鹿島北部より西部にかけての沖積低地では，千葉県の一部などと同様にハス田が多くみられ

る。このハス田にはミズアオイ，ケイヌビエなどで構成されるミズアオイ群落が発達している。

ミズアオイ群落として特に一凡例として示された。

　3．その他

　植物群落は自然環境，人為的影響に対応して様々な種の組み合わせによる群落を形成する。と

くに人為的影響が過度に加えられているところでは，植物群落の配分がきわめて小面積で，複雑

になる。また田地的には裸地化することがある。したがってここでは植生図に群落として記載で

きないものについて自然下地・開放水域を含めその他としてまとめられた。

　㈲　植栽植物の多い住宅地，公園

　古い集落や公園には高木に生長している木本植物，あるいは群落としては扱われないが生垣状

に植栽されている常緑広葉樹の植え込みなど，立面的あるいは平面的にも緑の多い住宅地や公園

がみられる。このような地域は理非植物の多い住宅地，公園として示される。沖積地の古い集落

に多い。

　鱒住宅地

　とくに高木や生垣が少ない新興住宅地などは住宅地として別記された。鹿島地区に多い。

　鋤　工場及び造成地

　エ場立地の空地には常に表層が動かされたり材料置場，あるいは人為的影響が頻繁に与えられ

ることにより帰化植物が生育しやすい環境が作られている。また埋立直後の造成地の様に帰化植

物も生育できない旧地もみられる。このような立地は無植生地の造成地とともに一凡例で示され

た。鹿島工業地帯及び点在する造成地がこれにあたる（Phot．16）。

　㈱　自然下地

　海岸沿いの飛砂が激しい立地では植物の生育が困難である。したがって鹿島灘沿岸の砂丘地帯

が自然旧地で示されている。

　鴎　開放水域
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　　　Phot　16　海岸砂丘造成地。造成後土堤を築き防風効果をあけている。

Vom　Meer　landgewlnnende　Baustelle，　wo　noch　kelne　Vegetatlon　wachst（Hazak1－cho）

海，沼，池，川などは開放水域として示されている。

　2）鹿島地区現存植生図（Karteπ　縮尺1’6250）

　鹿島地区現存植生図は，鹿島共同発電所を中心として半径1km圏を縮尺5000分の1で作製

された。印刷は縮尺1：6250で行なわれている。この現存植生図によって発電所周辺の植生の

具体的な配分や分布が明らかにされた。

　この地区内での森林植生はヤフコウシースタシイ群集をはじめ5つの植生単位にまとめられた。

ヤフコウジースタジイ群集は粟生の集落で調査された，発達した屋敷林である。高木層にはスタ

シイが優馨し，その他，モチノキ，タフノキなどもみられる。低木層，草本層にもやツテ，マサ

キ，スタシイ，ヤブコウシなどの常縁植物が総総している。この調査区内でヤブコウシースタシイ

群集と認められた林分はこの1ケ所だけである。トベラークロマツ群落は，多くは耕作地の防風

林として植林されたものが放棄され，林内には常線植物が多く生育している林分である。樹高も

ユOm内外と高い。この群落は，ハマカキランークロマツ群落やアキクミークロマツ群落より内陸

部にあり，安定した：立地に生育しているものと考えられる。ハマカキラソークロマッ群落は，集

落と海岸砂丘との闇に防風林，防砂林として植林されたクロマツ林である（Phot　17，！8）。樹高

は6m内外で，林内には常緑髄物の生育も少なく，ススキクラスやハマボウフウクラスの種の生

育が多くみられる。この群落は，発電所拡張予定地内や粟生浜にやや広い面積でみられる。アキ
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ダミークロマツ群落は，ハマカキランークロマツ群落の前面に位置している。この群落は，また

砂の動きが停止していない砂丘上に帯状に広くみられる。樹高も低く，出現種数も少なく，ほと

んどがハマボウフウクラスの種でしめられている。このアキクミークロマツ群落も発電所拡張予

定内地にみられる。ニセアカンア植林はクロマツ植林の聞に数ケ所みられるが，面積は狭く，し

かもクロマツと混値されている林分が多い。

　草原植生は，クス群落をはしめ！0の植生単位にまとめられた。クス群落は住友金属の工場わき

に小面積みられたにすぎない。ヨン群落，カマーヒメカマ群落は水路などに線状にみとめられ

た。今回の調査区内で，発電所周辺で特に広い面積でみられたものに，ススキ群落，チカヤーヤ

マアワ群落がある。これらの群落は畑地などが放棄されて桐当時間が経過したものと考えられ

る。ナニシバーケカモノハシ群落は砂丘地帯に点在し，その前面に大規模な埋立地ができており，

その中でやや安定した立地にコマツヨイクサーキョウキシバ群落の埋立地先駆植物群落が島状に

広がり，また，カモカヤ群落，オオァワカェリーオオゥシノケクサ群落などの外来牧草播種地も広

い面積を占めている。シバ群落は小面積でみられた。ヒメムカシヨモキー纏縫アレチノギク群落

やカラスビンヤクーニシキソウ群集などは，粟生の集落周辺に多く見られ，発電所周辺ではスス

キ群落やチカヤーヤマアワ群落などが多くみられ，放棄されてからの時間的な経過が理解される。

慧

淫

　　Phot　17　鹿島工業地帯概観。わずかにクロマツ植林地がプロソク状にみられる

　　　　　　　が，工場周辺に環境保全林のベルトが望まれる。
　　Eln　Uberbhck　der　K：aslユ1ma－Industrlezone　Nuτbloc1至artlg　vertellter　1）〃z乞‘∫オん％ηゐ8／gμ一

FQrst　Hler　erwunscht　Umwelt－Schutzwald　ln　der　Urngebu獄g　der　Fabrlken　gultαartlg　zu　b11de亘
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Phot．18　鹿島工業地帯の一部。造成前に屋敷林としてつくられていたクロマツ

　　　　　植林の残存林が，一部境界環境保全林の役割をはたしている。

Ein　Te玉l　der　K：ashima－lndustrie－Zone．　Blockar巨ge　P’ノ～zぜ∫疏ε〃zゐβノg島Forsten（Rechts）

sind　jemalige　Hecken－und　Hofw銭1der　der　Bauerh装useL

　その他，工場，発電所構内などにキョウチクトウ，クロマツなどの植栽地が見られる。全体に

工場，造成地，裸地が大きな面積を占め，住宅地が少ないことも特徴的である。

　この調査区内では，自然植生はわずかにヤブコウジースダジイ群集と，ヨシ群落やガマーヒメ

ガマ群落などの湿生植物群落，海浜性のオニシバーケカモノハシ群落の3つの植生単位にすぎ

ず，面積的にもわずかである。大熱分は代償植生におきかえられている。

　3）　鹿島共同発電所構内現存植生図（Karte　V縮尺1：2100）

　拡張予定地も含めた鹿島共同発電所構内の現存植生図は，縮尺1：1000で作製された。印刷

は縮尺1：2！00で行なわれている。凡例は15の植生単位にまとめられた。

　拡張予定地では，ハマカキランークμマッ群落とアキダミークロマツ群落の森林植生がみられ

る。ハマカキラン～クロマツ群落は，やや土壌の安定した立地に生育しているが，常緑植物の生

育は少ない。アキダミークロマツ群落は，まだ砂の動きが停止していないやや不安定な立地に生

育している。位置的にもハマカキランークロマツ群落の前面に位置している。発電所構内でも森

林植生はこの2群落であるのでこれからの保護，育成が望まれる。

　草原植生では，ヨシ群落，ガマーヒメガマ群落の湿生植物群落がわずかに線状にみとめられ
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た。ススキ群落やチガヤーヤマアワ群落が，ハマカキランークロマツ群落やアキダミークロマツ

群落の周辺に広がっている。埋立地の後方につづく砂丘上にオニシバーケカモノハシ群落がみと

められた。この砂丘植生は砂の動きを押える効果があり，背後の森林などの他の植生を保護す

る。この群落の前面に広がる新しい埋立地には，コマツヨイグサーギョウギシバ群落などの埋立

地先駆植物群落の発達が認められた。

　一方，従来の発電所構内は，高木を中心とした植栽地と低木を中心とした植栽地がみられる。

高木を中心とした植栽地は，タブノキ，スダジイ，マテバシイ，ヤマモモなどの常緑広葉樹の多

い植栽地と，クロマツを中心とした植栽地に分けられる。低木を中心とした植栽地はネズミモ

チ，キョウチクトウ，サツキなどが多くみられる。そして，それらの植栽地の周辺部は，ほとん

どコウライシバの芝地が広がっているが，一部には，外来牧草播種地もみられた。

　将来，発電所を拡張する場合，ハマカキランークロマツ群落などの森林植生や，オニシバーケ

カモノハシ群落などの砂丘植生を利用することが望まれる。

2．　潜在自然植生図

　D　鹿島地区潜在自然植生図（Karte皿　縮尺1：6250）

　鹿島港を中心に半径1kmの範囲内において潜在自然植生図が作製された。　原図の縮尺は1：

5000であり，現存植生図と同一の縮尺で対応させている。

　潜在自然植生図の作製はまず現存の植生の把握から出発する。自然植生の断片および，少しで

も自然に近い植物群落を発見し，それらの配分を地図上で確認したうえで潜在自然植生図にうつ

しかえる。鹿島地区の場合は前述の群落記載にあるように，埋立地，耕作放棄の畑地など，様々

な人為的な干渉が加わっており，二次，三次植生へと代償度が増加している。そのため，存在可

能と考えられるすべての自然植生の現存面分は確認はできなかった。

　鹿島地区に現存する自然ならびに自然に近い植生にはヤブコウジースダジイ群集（ヤブツバキ

クラス），オニシバーケカモノハシ群集（ハマボウフウクラス），ヨシ，ガマ群落（ヨシクラス）

などがあげられる。これらはそのまま現在の潜在自然植生として扱かわれた。

　鹿島地方において，地形等が人為的に変形されていない場合，一般に海岸から内陸に向ってオ

カヒジキクラス（海岸汀線有機物上の植物群落），ハマボウフウクラス（砂丘植生），ハマゴウク

ラス（海岸砂丘網知性低木林），ハマナス群団（海岸低木林），ヤブツバキクラス（常緑広葉樹

林）の順序で配別する。オカヒジキクラスからハマナス群団までの植生の生育幅は鹿島地区の場

合は比較的細く，帯状配列をとるのが普通である。これらの後方に位置するヤブッバキクラスは

広い面積をしめるため，わずかな立地の差に対応したいくつかの群集に分けて図化されるべきで

ある。

　鹿島地区の現在の立地の状態は原地形をのぞく他の人為的立地，とくに埋立による新しい造成

地，工場立地，舗装道路などかつて存在しなかった立地における潜在能力の推定が問題になる。
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　潜在自然植生の凡例は以下のようにまとめられる。

　ヤブコウジースタジイ群集及びイノデータブ群集

　鹿島地区の大部分をしめる，砂質のローム土壌は乾燥しやすく，常緑広葉樹林としては，ヤブ

コウジースダジイ群集を潜在的に支えうるものと推定される。現存の屋敷林として生育するヤブ

コウジースダジイ群集の林分はきわめて不十分なものではあるが，高木層にスダジイ，モチノ

キ，タブノキなどを生育させ，林床にもやブツバキクラス域の指標植物が多い。この潜在自然植

生に対応する代償植生には，林床に常緑広葉樹の生育が顕著なトベラークロマッ群落，ヤマアワ

ーチガヤ群落などがあげられる。

　イノデータブ群集の林分は鹿島地区（1km圏）の調査範麗には見出せないが，23km圏内では

各地に存在している。ヤブコウジースダジイ群集が乾性立地をしめるのに対し，このイノデータ

ブ群集は水はけのよい適潤地に分布する。鹿島地区においては，台地の一般的な平面よりわずか

に茎状となり，水分条件に恵まれた場所で現在主に農業耕作地として利用されている：立地が，イ

ノデータブ群集の潜在立地と考えられる。

　マサキートベラ群集（風衝低木林）

　海岸の風衝地の常緑広葉樹で構成される低木林としてのマサキートベラ群集は，常緑高木林の

前面に位置している。鹿島地区においては，現存林分は見出せなかった。しかし，代償植生のハ

マカキランークロマツ林や，人工的に用土を盛土して外来牧草が播種されている部分がマサキー

トベラ群集の潜在立地に当る。

　チガヤーテりハノイバラ群落（海岸風衝草原）

　常緑広葉樹の風衝低木林であるマサキートベラ群集と，砂丘植生のハマボウフウクラスとの間

に介在するチガヤーテリハノイバラ群落の潜在立地は，鹿島地区内ではローム土壌と砂土が混在

した人工地盤上に位置している。植生形は低木と草本植物との混在した形態を示す。

　ハマボウフウクラス（海岸砂丘草原）

　現存のオニシバ群落やケカモノハシ群落の植分を中心に，移動性の強い砂丘土壌は一括してハ

マボウフウクラスとしてまとめられる。この立地においては，現状では高木林を生育させる能力

はそなえてはおらず，高木林の形成に際しては十分な客土と密植が前提となる。

　ウラジロアカザ群落，オカヒジキ群落

　形成されたばかりの埋立地で，現在なお塩分が残留する立地は土性がきわめて悪い。したがっ

て耐塩性の強い塩沼地植生や，海岸汀線の一年生植物群落であるウラジロアカザ，オカヒジキな

どが疎生する荒原状の群落しか支えることはできない。

　ヒメガマ群落

　湿生地に生育するヨシやガマ群落は，排水溝付近に分布している。水位は0～80cmの範囲内

で，富栄養条件下にある。

　ヒルムシロクラス
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　粟生浜の部落内に点在する貯水池は，50～80cmの水深をもち，浮葉，沈水植物の生育し得る

環境となっている。

　2）　鹿島共同発電所構内潜在自然植生図（Karte　V【縮尺1：2100）

　鹿島共同発電所構内の潜在自然植生図は現存植生図に対応させ，縮尺1：1000で描かれてい

る。凡例は7にまとめられている。印刷は1：2100に縮尺されている。

　鹿島共同発電所が立地する場所は，全域がかつての海岸汀線付近に人工的に形成された地盤で

ある。したがってその上に生育する現存植生はきわめて代償度の強いものであり，現存植生だけ

による潜在自然植生の判定は困難である。しかし，現在植栽され，生育をつづけているモチノキ，

スダジイ，ネズミモチなどの常緑広葉樹の生育状態，および，搬入された土壌の性質から，この

立地は高木性の常緑広葉樹林を支える潜在能力を有しているものと考えられる。しかし，群集レ

ベルまでの推定はきわめて困難であり，スダジイ，タブなどの高木を流する森林植生（シイータ

ブ林）と考えられる。林床にはモチノキ，ヤブツバキ，ピサカキ，ネズミモチ，イノデなどの生

育が可能である。

　発電所の敷地のうち，海岸に面し，海風の影響を強く受ける部分はマサキートベラ群集の潜在

立地と考えられる。しかし現在，コマツヨイーギョウギシバ群落となっている砂質の不安立地は

常緑広葉樹を支える能力は低く，ハマボウフウクラス（砂丘植生），ハマナス群団（海岸夏：緑低

木林），さらにススキクラス（海岸草原）の生育も考えられる。

3．立　　地　　図

　D　表層土を30cm以上復元した場合の鹿島地区潜在自然植生図　（Karte】V縮尺1：6250）

　鹿島地区潜在自然植生図は，表層土を厚さ30cm以上復元した場合という条件がつけられてい

る。ここでは植栽可能図として，鹿島共同発電所を中心として半径1km圏を縮尺5000分の1

を基礎に作製された。印刷は1：6250に縮尺されている。

　原地形を造成や建造物，舗装道路などで破壊していない立地は，発電所とその周辺の工場群に

かこまれて粟生の集落の方面に広がりをみせている。そこには，ススキ群落，チガヤーヤマアワ

群落，トベラークロマツ群落などの代償植生が生育している。このような立地では，特に表層土

を復元しなくてもそれぞれの潜在自然植生に適した植物を植栽することが可能である。

　原地形を造成，埋立て，掘削などで変えられている場所では，特に発電所東側の広大な埋立地

や砂丘，あるいは発電所や工場周辺の造成地などでは，表層土を30cm以上復元することによっ

て，シイータブ林の生育が可能である。埋立地の先端部では，マサキートベラ群集が帯状に，そ

の背後にはシイータブ林の生育が可能である。ヒメガマ群落も小面積ながら生育可能である。

　半永久的な建造物，舗装道路などは将来にわたった植栽される可能性はないと考えられるので

別に扱かわれている。
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C．土　壌　調　査

　鹿島共同発電所およびその周辺域において，植生調査と並行して土壌調査が行なわれた。土壌

断面は敷地内とその周辺のクロマツ群落において3地点，さらにその資料との比較の意味で鹿島

町明石に残されているヤブコウジーースダジイ群集において1地点，計4地点が調査された。また

簡易試坑調査は砂丘草本植物群落，埋立地先駆草本植物群落および小見川町付近のヤブコウジー

スダジイ群集萌芽林等において行なわれた。

　鹿島共同発電所敷地は旧来の海岸砂丘と新規埋立地より成っている。前者は未団結風積砂より

成り，表層10cm前後を除いて比較的湿潤な例が多く見られた。後者は海底砂，シルト，鉱津等

より構成され，この内で海底の還元作用を受けたシルトと粘土の含量の極めて多い青灰色の部分

を主体とする場所では，塩分や硫化物が1～2年では雨水により洗脱されない場合が多いため，

植栽に際しては粗砂や砂丘砂により構成される場所よりも排水や客土の量に留意する必要があ

る。

　埋立地の先駆草本群落ではいずれも土壌化は進んでおらず，コマッヨイグサーギョウギシバ群

落などでもA層は認められず，A。層も層厚5mmにも満たない程である。

　砂丘地のハマボウフウクラスに属するハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーオニシバ

群集などでは，やはり土壌化は殆んど進行していない。しかし埋立地の先駆草本群落が地表から

数10cm以内の根域しか持たないのに対し，　これらの群落はいずれも地表から1m以上にわたっ

て根上を拡げている例が多い。

　砂丘地帯でも古くから砂の移動を抑止してきた人家周辺のチガヤーヤマアワ群落などでは表層

にA層の分化が見られ，時に数cmにまで腐植の汚染が認められた。

　砂丘後方に成立するアキダミークロマツ群落やハマカキランークμマッ群落では（H）一A層が

認められ三度の粒状構造が見られた。また土壌化は後者の方が進んでいる例が多く，次に述べる

トベラークロマツ群落と同様にA－C土壌ではあるが，前記は（H）一A層厚3cm内外，後者は

5～10cm程度である。さらに後方に位置するトラベラークロマツ群落では，　2層に分化したA『

層が時に10数cmにも及び，外生菌根の集合体であるマット状やレンズ状の菌糸三層の存在と発

達した粒状構造が顕著である。

　段丘上やその肩部斜面に発達するヤブコウジースダジイ群集の土壌は典型的な黄褐色森林土の

断面を呈し，明石の例では小円礫や火山灰を含むA，B層が地表から1m近くにまで発達してい

る。しかし岡じ様な立地に生育するこの群集の萌芽林やマテバシイ群落では永年の人聞による有

機物の収奪により，A層は殆んど発達せずB層すらも腐植の浸透が比較的乏しく層厚20cmに満

たない例も見られた。
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土壌断面一1．Im　未熟土

　　　　（Fig。20）

母材料：未団結風積砂

採取地：茨城県鹿島郡鹿島町粟生浜

海抜高：6m

地形：海岸砂丘小丘上

方位：平坦地
傾　　斜：　一

植生：アキダミークロマツ群落

断面記載：

　　L　　2～4cmクロマツの落葉，粗に堆積。

　　M1～4cmレンズ状の菌糸網，やや密に発達，細根を含む6

（H）一A　2～3cmにぶい黄褐色（10YR4／3）腐植に富む，礫無し，砂土，単粒状構造

　　　　　を認む。頗る懸，乾，細根に頗る富む，菌根菌糸を含む，次層との境界は判。

（B）一C　65cm÷　灰黄褐色（10YR6／2），腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，懸，潤，

　　　　細根，中根に富み，太根を含む，菌糸無し。



Fig．20　アキダミークロマツ群落とその土壌断面
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　　　土壌断面一2．　Im　未熟土

　　　　　　　（Fig．21）

母材料：未団結風積砂

採取地：茨城県鹿島郡鹿島町粟生浜

海抜高：5m
地　　形：海岸砂丘

方　　位：平坦地

傾　　斜：　一

植生ニハマカキラソークPマッ群落

断面記載：

　　L　　3cmクロマツ落葉，粗に堆積

　　M　　2～4cm菌糸網密に発達，クローマツ腐葉および細根に富む。

　H－A　6～7cm灰黄褐色（10YR4／2）腐植に富む，礫無し，砂土，単粒状，粒状構

　　　　造を含む，頗る懸，乾，細根に頗る富み中太根に富む，菌根菌糸に富む，次層

　　　　との境界は漸。

（B）一C　70cm＋　灰黄褐色（10YR6／2）腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，懸，潤，

　　　　中太根を含む菌糸無し。



Fig．21　ハマカキランークロマツ群落とその土壌断面

　　　　　　琢）ψα6’∫5ノ）妙認05α一Pガノzz‘3彦1Lμπ∂α窟レGesellschaft　und　ihres　BodenprofiL

臆 下肥
度度

高

1木4’4
　聞1

種 名
　i　　I

丁目、種名
断…・蕩蕨
1本園競∵ク

ll磨1

　一㌔ノ’マア躯ゲ

「臨1∴ラ

■1篇

田
目i
LL．

植　 ＿一　断　 禰　　図 土壌断面図

クロマツ

顧避弄扇㍊．
　　i1
　　ほ’2一・ベラ

…制　i　　　、
　　i十・2iサルトリイバラ
層団。，。グミ

　　i　i
　　i判マサキ

　　十［オオバイボタ
　　む　　　　　　　ミ

因i∵㌔．

　　i　［
i草i3・3iヒメヤブラソ
　　i　　　I

閑2．「ススキ

　　11．2iチガヤ

・劇…一効キ・・

に：嬬＿ギ
　　i

　　l十・2カニツリグサ
　　1

鵬∴ラ
　　i　I
　　判エノキ
　　t　　i
　　｝÷1ナワシロイチゴ
　　i　i

l
i

！辛蘇

l

i

ヘク
クロ
ソ　マ

カツ
ざ

フ

カスサニ．スノレ

ツキ　ト
リ　　リ
ク．’

@．イ

サ　づ
　　フ

　　低
　　草

クテ
ロリ
マ／、

ツノ
　イ
　づ
　フ

ク　ヒ
ロ　メ

マ　ヤ

ツ7
　フ
　ン

　　　L，O
　　　M
〃ノ”［H－A

ツ　ハ　　 ス

ル　マ　　 ス

グカ　　キ
ミ　キ

　ラ
　／．

　　禾　　暦0．7m　40傷
調．査　面　殖．15m×Om旧

．層　2m　20影

　　20

i（B）一。

　　　40

一老一1．．

巧　、・

　　解

諌鷺

　…

「

　i

曝誕鋲㌃

・鳥’：鯨r．

．、～・

浅



96

土壌断面一3．Im　未熟土

　　　　（Fig．22）

母材料

採取地

海抜高：

地　　形：

方　　位：

傾　　斜：

植　　生：

：未団結風積砂

：茨城県鹿島郡鹿島町粟生浜

　7m

海岸砂丘小丘上

平坦地

　トベラークρマツ群落

断面記載：

　　L

H－A1玉

A12

（B）一C、50cmにぶい黄難色（10YR6／3）

C2

3～4cmクロマツ落葉，粗に堆積

4～6cm黒褐色（工OYR2／2）　，腐植土，壌質砂土，粗大な粒状構造発達，頗

る籟，乾，細根に頗る富み，中根に富む，菌根菌糸を含む，次期との境界は明。

5～7cm黒褐色（10YR2／3）腐植に頗る寓む，礫無し，砂土，単粒状，粒状

構造を含む，頗る霧，乾，細根に頗る富み，中根に富み，太根を含む。菌根菌

糸を含まず，次層との境界は判。

　　　　　　　　　　　　　　　腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，霧，潤，

細中根に富み，太根を含む，菌体を含まず，次層との境界は漸。

25cm＋　灰黄褐色（10YR6／2）腐植に乏し，礫無し，砂土，懸，潤，中根を

含む，菌体無し。



Fig．22 トベラークロマツ群落とその土壌断面
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　　　　土壌断面一4．y8　黄褐色森林土

　　　　　　　　（Fig．23）

母材料：未団結風積砂および海成円礫

　　　　　一部火山灰混入

採取地．茨城県鹿島郡鹿島町明石

海抜高：12m

地　　形：海岸段丘

方　　位　　E

傾　　斜　30。

植生ヤブコウジースダジイ群集

断面記載：

　　L　　3～8cmスダジイ等の落葉，粗に堆積。

　　A　　6～11cm暗褐色（7．5YR3／3），腐植に頗る富む，礫無し，壌土，団粒状構造，

　　　　　粒状構造に富む，霧，乾，細根に頗る富み，中根に富む，根の表面に菌体付

　　　　　着，躍層との境界は判なるも波状を呈す。

　　B1　27～32cm褐色（7．5YR4／5）腐植にやや富む，小円礫10％，砂壌土，弱度の

　　　　　粒状構造を含む，懸，潤，細中根に富む，根は菌体に被覆されている。次層と

　　　　　境界は明。

　　B、　42～53cm褐色（10YR4／6）腐植にやや富む，小円礫40％，壌質砂土，弱度の

　　　　　粒状構造を含む，単粒状，懸，潤，細根を含み，中根に富む，菌体を認む，次

　　　　　層との境界は明。

　　C　　20cm＋　にぶい黄燈色（10YR6／3）腐植に乏し，礫無し，砂土，単粒状，籟，

　　　　　潤，根を含まず，菌体無し。



Fig．23 ヤブコゥジースダジイ群集とその土壌断面
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